
 

熊
野

く

ま

の

神
社

じ
ん
じ
ゃ

（
種
子
島

た

ね

が

し

ま

）
願が

ん

成

就

じ
ょ
う
じ
ゅ

祭ま
つ

り

           

［
別

名
］
熊
野
神
社
新
嘗
祭

［
伝 

承 

地
］
熊
毛
郡
中
種
子
町
坂
井
熊
野
神
社

        
  

［
実
施
時
期
］
毎
年
一
一
月
二
三
日

          

［
実
施
場
所
］
熊
毛
郡
中
種
子
町
坂
井
熊
野

         
 

［
伝
承
組
織
］
熊
野
神
社
氏
子

［
名
称
］

新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
を
正
式
名
称
と
す
る
が
、
同
様
の
祭
礼
は
種
子

島
で
は
一
般
に
は
「
願
成
就
（
地
元
で
は
ガ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
と
発
音
）
」
ま
た
は

「
秋
祭
り
」
と
称
し
、
島
内
全
域
で
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る

収
穫
感
謝
祭
で
あ
る
（
本
来
は
旧
暦
九
月
九
日
）
。
後
述
す
る
が
願
成
就
は
各

種
の
踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
、
種
子
島
の
芸
能
の
温
床
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

祭
礼
で
あ
る
。

［
実
施
場
所
］

熊
野
神
社
は
中
種
子
町
の
南
東
部
、
か
つ
て
種
子
島
随
一
の
景
勝
地
と
う
た

わ
れ
た
熊
野
浦
を
臨
む
小
高
い
権
現
山
（
熊
野
山
と
も
）
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
。

南
方
向
を
向
く
本
殿
か
ら
は
手
前
に
熊
野
漁
港
、
そ
の
先
に
緩
い
弧
を
な
す
白

砂
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
方
向
に
は
広
々
し
た
農
地
（
放
置
さ
れ
た

農
地
や
養
殖
施
設
な
ど
が
見
え
る
。
）
の
中
に
熊
野
集
落
と
新
町
集
落
の
人
家

が
見
え
る
が
、
も
と
は
満
潮
時
に
湖
水
と
化
す
風
光
明
媚
の
干
潟
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
七
年
か
ら
国
営
の
干
拓
工
事
が
着
手
さ
れ
、
昭
和
三
四
年
に
完
成
し
て

現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

普
通
に
熊
野
と
い
う
場
合
、
北
か
ら
熊
野
・
新
町
・
塩
屋
の
三
つ
の
集
落
を

ま
と
め
て
い
う
。
か
つ
て
の
坂
井
村
に
属
し
、
現
在
は
大
字
坂
井
に
含
ま
れ
る
。 
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『
南
界
郷
土
誌
』
（
平
成
元
年
）
に
よ
る
と
（
南
界
は
小
学
校
の
名
前
）
、
干 

潟
の
北
側
に
位
置
す
る
熊
野
集
落
が
古
く
か
ら
の
集
落
で
、
塩
屋
集
落
は
現
在

の
漁
港
近
く
の
住
民
が
明
治
中
頃
に
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
権
現
山
の
裾
に

は
大
正
期
よ
り
漁
業
者
数
戸
が
居
住
し
て
い
た
が
、
前
述
の
戦
後
の
干
拓
後
、

県
道
（
七
五
号
線
）
沿
い
へ
の
移
転
が
進
ん
で
現
在
の
新
町
集
落
（
県
道
に
沿

っ
た
鳥
居
の
あ
た
り
）
と
し
て
独
立
し
た
。
前
掲
『
南
界
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
、

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
、
熊
野
神
社
北
側
の
山
中
に
種
子
島
家
二
三
代
の
当

主
夫
人
（
松
寿
院
）
が
小
別
荘
松
濤
庵
（
し
ょ
う
と
う
あ
ん
）
を
建
て
、
し
ば

し
ば
熊
野
神
社
参
詣
を
兼
ね
て
滞
在
し
た
と
言
う
。
松
寿
院
は
当
主
没
後
、
島

内
の
殖
産
振
興
を
推
進
し
た
人
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
干
潟
を
松
濤

湾
と
も
い
う
の
は
こ
の
別
荘
に
ち
な
ん
だ
呼
称
で
あ
る
。

［
実
施
時
期
］

毎
年
新
暦
一
一
月
二
三
日
の
午
前
一
一
時
よ
り
祭
典
開
始
、
そ
の
あ
と
踊
り

の
奉
納
が
あ
り
、
終
わ
る
と
拝
殿
に
て
直
会
が
行
わ
れ
る
。

［
伝
承
組
織
］

後
述
す
る
よ
う
に
熊
野
神
社
は
、
室
町
時
代
中
期
に
種
子
島
の
領
主
種
子
島

幡
時
に
よ
っ
て
紀
州
熊
野
権
現
大
社
を
勧
請
し
て
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
種
子

島
全
域
を
氏
子
と
し
た
。
近
代
に
な
る
と
現
大
字
に
相
当
す
る
旧
坂
井
村
域
の

住
民
が
祭
祀
を
支
え
る
形
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
主
体
は

地
元
熊
野
の
三
つ
の
集
落
で
あ
る
。
坂
井
全
体
の
鎮
守
社
は
本
村
（
ほ
ん
む
ら
）

に
あ
る
坂
井
神
社
で
、
坂
井
神
社
で
も
願
成
就
は
行
わ
れ
る
。

［
由
来
・
伝
承
］

熊
野
神
社
は
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』
（
昭
和
四
六
年
）
に
よ
る
と
、
享
徳
元

年
（
一
四
五
二
）
、
島
主
種
子
島
幡
時
に
よ
っ
て
紀
州
熊
野
権
現
を
勧
請
し
て

創
建
さ
れ
た
。
附
近
を
権
現
山
と
い
い
当
地
を
熊
野
浦
と
い
う
の
は
そ
れ
以
来

の
呼
称
だ
が
、
往
昔
よ
り
神
祠
が
あ
っ
て
霊
験
顕
著
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

熊
野
神
社
の
勧
請
地
に
選
定
さ
れ
た
の
は
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
あ
た
り
の
伝
承
は
失
わ
れ
て
い
る
。

紀
州
か
ら
勧
請
す
る
際
、
幡
時
は
ご
神
体
と
し
て
小
石
を
箱
に
入
れ
て
運
び

こ
み
、
そ
の
小
石
は
年
々
成
長
し
て
大
き
く
な
り
小
石
を
生
ん
だ
と
い
う
『
三

国
名
勝
図
会
』
の
記
述
を
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』
は
引
用
し
て
い
る
。
ご
神
体

が
石
躰
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
伝
承
で
あ
る
。

勧
請
以
来
領
主
の
崇
敬
は
厚
く
、
田
禄
の
寄
進
や
社
殿
の
改
築
を
行
い
、
毎

月
重
臣
を
遣
わ
し
代
参
さ
せ
る
を
例
と
し
、
例
祭
に
は
自
ら
参
拝
さ
れ
た
と
い

う
。
熊
野
山
中

権
現
山

を
神
山
と
し
て
斧
等
を
入
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

そ
の
た
め
に
近
代
に
な
っ
て
も
照
葉
樹
林
が
よ
く
保
全
さ
れ
、
現
在
は
「
ヤ
ッ

コ
ソ
ウ
自
生
地
」

町
指
定
文
化
財

と
も
な
っ
て
い
る
。

祭
神
は
伊
邪
那
岐
・
伊
邪
那
美
の
二
神
。
本
社
を
鎮
護
す
る
た
め
に
石
祠
が

周
辺
域
の
八
か
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
と
言
う
（
一
部
は
現
存
し
、
一
部
は
所
在

を
確
定
で
き
な
い
。
）
。
い
ず
れ
も
荒
神
と
さ
れ
る
。
勧
請
前
か
ら
存
在
し
た

古
い
神
々
が
熊
野
神
社
の
も
と
に
系
列
化
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

明
治
二
年
、
前
述
の
成
長
す
る
小
石
（
ご
神
体
）
を
中
種
子
町
北
西
の
海
岸

集
落
浜
津
脇
に
遷
し
て
浜
津
脇
熊
野
神
社
が
立
て
ら
れ
た
。
以
後
、
両
者
は
親

子
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
、
一
五
年
に
一
度
の
新
嘗
祭
で
は
、
浜
津
脇
熊
野
神

社
の
ご
神
体
を
迎
え
て
の
対
面
式
（
神
幸
祭
）
が
行
わ
れ
る
。

社
格
と
し
て
は
明
治
期
に
郷
社
、
昭
和
一
八
年
か
ら
は
県
社
に
指
定
さ
れ
た
。

主
た
る
祭
祀
と
し
て
は
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
、
二
月
一
七
日
の
祈

年
祭
、
四
月
三
日
の
例
祭
、
六
月
一
六
日
の
中
祭
、
一
一
月
二
三
日
の
新
嘗
祭

が
あ
り
、
特
に
四
月
三
日
と
六
月
一
六
日
の
祭
り
に
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
の
頃

ま
で
全
島
か
ら
の
参
拝
が
あ
っ
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

［
実
施
内
容
］

午
前
一
一
時
よ
り
拝
殿
に
て
関
係
者
が
参
列
し
て
祭
典
が
始
ま
る
。
熊
野
神

社
神
主
（
黒
木
憲
昭
氏
）
を
祭
主
と
し
て
、
中
種
子
町
内
の
野
間
神
社
・
油
久

神
社
・
納
官
神
社
の
各
神
主
が
参
集
し
て
祭
祀
団
を
形
成
す
る
。
近
年
は
以
上

四
つ
の
神
社
神
主
は
そ
れ
ぞ
れ
の
例
祭
や
大
祭
で
、
お
互
い
に
協
力
し
て
祭
祀

を
行
っ
て
い
る
。
祭
儀
の
中
の
奏
楽
で
近
年
使
用
さ
れ
て
い
る
楽
器
は
笙
と
笛

 

と
太
鼓
で
あ
る
。

祭
式
は
本
土
の
そ
れ
と
特
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
特
徴
は
こ
の
あ
と

境
内
の
一
段
低
く
な
っ
た
小
広
場
に
て
寺
踊
（
男
子
の
み
に
よ
る
）
が
奉
納
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
八
年
の
祭
礼
で
は
二
〇
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
黒

っ
ぽ
い
（
ま
た
は
濃
紺
の
）
着
物
に
角
帯
姿
、
足
袋
で
踊
る
。
登
場
前
に
御
神

酒
を
い
た
だ
き
、
二
列
で
入
場
す
る
。

二
列
の
右
側
が
楽
で
、
先
頭
の
大
太
鼓
（
二
人
）
の
み
が
上
衣
が
カ
ラ
フ
ル

な
踊
衣
装
に
白
い
股
引
・
灰
色
脚
絆
・
黒
足
袋
・
草
履
・
横
鉢
巻
の
姿
。
左
手

で
大
太
鼓
を
持
っ
て
大
き
く
ゆ
っ
く
り
振
り
回
し
な
が
ら
右
手
の
バ
チ
で
叩

く
。
そ
の
あ
と
に
小
太
鼓
二
人
と
カ
ネ
二
人
が
続
く
。
小
太
鼓
と
カ
ネ
は
踊
子

と
同
じ
着
物
姿
で
、
大
太
鼓
と
同
じ
よ
う
に
、
左
手
で
持
っ
て
振
り
回
し
な
が

ら
右
手
の
バ
チ
で
叩
く
。
カ
ネ
は
小
さ
な
皿
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
器
は
種

子
島
の
他
の
多
く
の
踊
り
と
共
通
で
あ
る
。

入
場
し
て
楽
の
列
を
中
に
、
外
側
を
踊
子
の
輪
が
囲
む
。
踊
子
は
右
手
に
榊

の
小
枝
を
持
つ
。
次
に
掲
げ
る
歌
詞
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
歌
わ
れ
る
。
冒
頭

句
「
こ
の
宮
に
」
が
二
回
目
で
「
こ
の
寺
に
」
に
変
わ
る
の
み
で
あ
る
。
所
要

時
間
は
一
〇
分
ほ
ど
。
終
わ
る
と
、
拝
殿
に
て
直
会
が
行
わ
れ
る
。

寺
踊
り
歌
詞

こ
の
宮
に
（
二
回
目
で
は
「
こ
の
寺
に
」
）

参
り
て
み
れ
ば
面
白
や

八
つ
九
つ
の
稚
児
が
手
を
か
く

稚
児
が
手
を
か
く

手
を
か
く
に
も
揃
え
て

 

墨
の
よ
か
ろ
う
も
の
を

揃
え
て

筆
の
白
金
の
じ
く

 

白
金
の
じ
ゃ
く

［
そ
の
他
］

願
成
就
祭
り

前
述
し
た
よ
う
に
本
祭
祀
は
願
成
就
と
も
言
わ
れ
、
全
島
各
地
で
か
つ
て
の

村
（
現
在
の
大
字
）
を
単
位
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
神
社
に
て
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
踊
り
を
組
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
ず
、
祭
儀
だ
け
の
地
区
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
村
（
大
字
）
内
の
集
落

が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
踊
り
を
出
し
、
年
中
で
最
も
に
ぎ
わ
う
祭
礼
で

あ
っ
た
が
、
衰
微
が
著
し
い
。
願
成
就
祭
り
は
大
踊
り
を
中
心
と
す
る
各
種
の

踊
り
を
育
ん
だ
重
要
な
祭
礼
な
の
で
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
日
程
は
本
来
は

旧
暦
九
月
九
日
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
以
前
は
「
九
月
踊
り
」
と
呼
ぶ
地
区

も
あ
っ
た
。
現
在
は
新
暦
の
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
土
曜
日
か
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
。
熊
野
神
社
の
一
一
月
二
三
日
と
い
う
の
は
最
も
遅
い
日
程
で
あ

る
。集

落
の
伝
統
芸
能

各
集
落
は
い
ず
こ
も
規
模
に
よ
っ
て
大
踊
り
（
お
お
お
ど
り
）
・
中
踊
り
・

小
踊
り
（
こ
お
ど
り
）
と
類
別
さ
れ
る
複
数
の
踊
り
を
持
ち
、
願
成
就
に
は
大

踊
り
（
最
低
二
〇
人
ほ
ど
必
要
）
を
ひ
と
つ
は
必
ず
奉
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
大
踊
り
奉
納
の
当
番
に
当
た
っ
た
集
落
と
い
え
ど
も
、
直
近

に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
替
と
な
る
集

落
も
決
め
て
お
く
の
で
あ
る
。
当
番
集
落
に
不
幸
が
な
け
れ
ば
、
二
集
落
か
ら

大
踊
り
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
踊
り
と
小
踊
り
も
競
う
よ
う
に
し
て
踊
ら

れ
た
か
ら
、
願
成
就
は
す
こ
ぶ
る
賑
わ
う
祭
礼
で
あ
っ
た
。

大
踊
り

大
踊
り
は
三
つ
な
い
し
四
つ
の
踊
り
が
組
に
な
っ
て
で
き
て
お
り
、
最
初
に

踊
ら
れ
る
の
が
「
寺
踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
祝
賀
的
踊
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
寺

踊
り
」
は
大
踊
り
が
奉
納
さ
れ
な
い
場
合
の
簡
易
の
踊
り
と
い
っ
て
い
い
。
熊

野
に
は
三
つ
の
集
落
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
う
ち
熊
野
集
落
と
塩

屋
集
落
が
大
踊
り
を
伝
承
し
て
い
る
。
新
町
は
新
し
い
集
落
な
の
で
大
踊
り
は

な
く
、
中
踊
り
・
小
踊
り
の
み
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
の
熊
野
神
社
新
嘗
祭
に
は
、
大
踊
り
と
し
て
は
熊
野
と
塩
屋
の

踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
。
熊
野
集
落
の
大
踊
り
は
安
城
踊
り
と
い
い
、
こ
れ
は
西

之
表
市
の
安
城
が
発
祥
地
と
さ
れ
る
。
島
内
各
地
に
最
も
広
く
伝
承
さ
れ
る
も

の
の
、
発
祥
地
の
安
城
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
安
城
踊
り
で
も
地
区
に
よ

っ
て
中
に
含
ま
れ
る
踊
り
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
熊
野
の
場
合
は
①
寺
踊
り
、
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と
太
鼓
で
あ
る
。

祭
式
は
本
土
の
そ
れ
と
特
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
特
徴
は
こ
の
あ
と

境
内
の
一
段
低
く
な
っ
た
小
広
場
に
て
寺
踊
（
男
子
の
み
に
よ
る
）
が
奉
納
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
八
年
の
祭
礼
で
は
二
〇
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
黒

っ
ぽ
い
（
ま
た
は
濃
紺
の
）
着
物
に
角
帯
姿
、
足
袋
で
踊
る
。
登
場
前
に
御
神

酒
を
い
た
だ
き
、
二
列
で
入
場
す
る
。

二
列
の
右
側
が
楽
で
、
先
頭
の
大
太
鼓
（
二
人
）
の
み
が
上
衣
が
カ
ラ
フ
ル

な
踊
衣
装
に
白
い
股
引
・
灰
色
脚
絆
・
黒
足
袋
・
草
履
・
横
鉢
巻
の
姿
。
左
手

で
大
太
鼓
を
持
っ
て
大
き
く
ゆ
っ
く
り
振
り
回
し
な
が
ら
右
手
の
バ
チ
で
叩

く
。
そ
の
あ
と
に
小
太
鼓
二
人
と
カ
ネ
二
人
が
続
く
。
小
太
鼓
と
カ
ネ
は
踊
子

と
同
じ
着
物
姿
で
、
大
太
鼓
と
同
じ
よ
う
に
、
左
手
で
持
っ
て
振
り
回
し
な
が

ら
右
手
の
バ
チ
で
叩
く
。
カ
ネ
は
小
さ
な
皿
形
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
器
は
種

子
島
の
他
の
多
く
の
踊
り
と
共
通
で
あ
る
。

入
場
し
て
楽
の
列
を
中
に
、
外
側
を
踊
子
の
輪
が
囲
む
。
踊
子
は
右
手
に
榊

の
小
枝
を
持
つ
。
次
に
掲
げ
る
歌
詞
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
歌
わ
れ
る
。
冒
頭

句
「
こ
の
宮
に
」
が
二
回
目
で
「
こ
の
寺
に
」
に
変
わ
る
の
み
で
あ
る
。
所
要

時
間
は
一
〇
分
ほ
ど
。
終
わ
る
と
、
拝
殿
に
て
直
会
が
行
わ
れ
る
。

寺
踊
り
歌
詞

こ
の
宮
に
（
二
回
目
で
は
「
こ
の
寺
に
」
）

参
り
て
み
れ
ば
面
白
や

八
つ
九
つ
の
稚
児
が
手
を
か
く

稚
児
が
手
を
か
く

手
を
か
く
に
も
揃
え
て

 

墨
の
よ
か
ろ
う
も
の
を

揃
え
て

筆
の
白
金
の
じ
く

 

白
金
の
じ
ゃ
く

［
そ
の
他
］

願
成
就
祭
り

前
述
し
た
よ
う
に
本
祭
祀
は
願
成
就
と
も
言
わ
れ
、
全
島
各
地
で
か
つ
て
の

村
（
現
在
の
大
字
）
を
単
位
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
神
社
に
て
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
踊
り
を
組
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
ず
、
祭
儀
だ
け
の
地
区
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
村
（
大
字
）
内
の
集
落

が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
踊
り
を
出
し
、
年
中
で
最
も
に
ぎ
わ
う
祭
礼
で

あ
っ
た
が
、
衰
微
が
著
し
い
。
願
成
就
祭
り
は
大
踊
り
を
中
心
と
す
る
各
種
の

踊
り
を
育
ん
だ
重
要
な
祭
礼
な
の
で
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
日
程
は
本
来
は

旧
暦
九
月
九
日
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
以
前
は
「
九
月
踊
り
」
と
呼
ぶ
地
区

も
あ
っ
た
。
現
在
は
新
暦
の
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
土
曜
日
か
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
。
熊
野
神
社
の
一
一
月
二
三
日
と
い
う
の
は
最
も
遅
い
日
程
で
あ

る
。集

落
の
伝
統
芸
能

各
集
落
は
い
ず
こ
も
規
模
に
よ
っ
て
大
踊
り
（
お
お
お
ど
り
）
・
中
踊
り
・

小
踊
り
（
こ
お
ど
り
）
と
類
別
さ
れ
る
複
数
の
踊
り
を
持
ち
、
願
成
就
に
は
大

踊
り
（
最
低
二
〇
人
ほ
ど
必
要
）
を
ひ
と
つ
は
必
ず
奉
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
大
踊
り
奉
納
の
当
番
に
当
た
っ
た
集
落
と
い
え
ど
も
、
直
近

に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
替
と
な
る
集

落
も
決
め
て
お
く
の
で
あ
る
。
当
番
集
落
に
不
幸
が
な
け
れ
ば
、
二
集
落
か
ら

大
踊
り
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
踊
り
と
小
踊
り
も
競
う
よ
う
に
し
て
踊
ら

れ
た
か
ら
、
願
成
就
は
す
こ
ぶ
る
賑
わ
う
祭
礼
で
あ
っ
た
。

大
踊
り

大
踊
り
は
三
つ
な
い
し
四
つ
の
踊
り
が
組
に
な
っ
て
で
き
て
お
り
、
最
初
に

踊
ら
れ
る
の
が
「
寺
踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
祝
賀
的
踊
で
あ
る
。
前
述
し
た
「
寺

踊
り
」
は
大
踊
り
が
奉
納
さ
れ
な
い
場
合
の
簡
易
の
踊
り
と
い
っ
て
い
い
。
熊

野
に
は
三
つ
の
集
落
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
う
ち
熊
野
集
落
と
塩

屋
集
落
が
大
踊
り
を
伝
承
し
て
い
る
。
新
町
は
新
し
い
集
落
な
の
で
大
踊
り
は

な
く
、
中
踊
り
・
小
踊
り
の
み
で
あ
る
。

平
成
一
九
年
の
熊
野
神
社
新
嘗
祭
に
は
、
大
踊
り
と
し
て
は
熊
野
と
塩
屋
の

踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
。
熊
野
集
落
の
大
踊
り
は
安
城
踊
り
と
い
い
、
こ
れ
は
西

之
表
市
の
安
城
が
発
祥
地
と
さ
れ
る
。
島
内
各
地
に
最
も
広
く
伝
承
さ
れ
る
も

の
の
、
発
祥
地
の
安
城
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
安
城
踊
り
で
も
地
区
に
よ

っ
て
中
に
含
ま
れ
る
踊
り
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
熊
野
の
場
合
は
①
寺
踊
り
、
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②
締
む
れ
ば
鳴
る
、
③
堺
北
之
町
、
の
三
曲
か
ら
な
り
、
②
と
③
に
は
テ
ン
ポ

の
い
い
崩
し
が
付
く
。
小
太
鼓
と
カ
ネ
が
そ
れ
ぞ
れ
七
～
一
〇
人
程
度
で
、
黒

っ
ぽ
い
着
物
の
上
か
ら
袈
裟
（
婦
人
の
帯
）
を
か
け
、
頭
に
華
麗
な
花
笠
を
か

ぶ
る
。
こ
れ
を
中
の
輪
に
し
て
、
大
太
鼓
一
〇
数
人
が
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
外

輪
と
な
る
。
大
太
鼓
の
衣
装
は
、
上
衣
が
江
戸
期
の
カ
ラ
フ
ル
な
踊
り
襦
袢
、

下
は
白
い
股
引
と
脚
絆
で
き
り
り
と
引
き
締
め
、
足
袋
に
草
履
、
頭
は
鉢
巻
、

そ
し
て
大
太
鼓
を
肩
か
ら
つ
り
下
げ
て
胸
に
抱
く
。
大
太
鼓
の
大
将
は
し
き
り

と
「
ヒ
イ
ー
ヨ
ー
ッ
」
の
か
け
声
を
か
け
て
踊
り
を
引
き
締
め
か
つ
リ
ー
ド
す

る
。
全
体
で
約
三
〇
分
か
ら
四
〇
分
か
か
る
。

塩
屋
の
ゲ
ン
ダ
ラ
（
源
太
郎
）
踊
り
は
西
之
表
市
の
住
吉
が
発
祥
地
と
さ
れ
、

晴
れ
着
の
婦
人
の
輪
が
男
子
の
輪
を
囲
む
と
い
う
華
や
か
な
踊
り
で
あ
る
。
こ

れ
も
複
数
の
踊
り
の
組
合
せ
で
で
き
て
お
り
、
塩
屋
の
場
合
は
①
長
者
殿
、
②

あ
れ
こ
そ
、
③
音
に
聞
く
、
④
心
づ
く
し
、
⑤
近
江
の
国
、
⑥
土
佐
か
ら
、
⑦

う
ぐ
い
す
、
の
七
曲
か
ら
成
る
。
同
じ
ゲ
ン
ダ
ラ
踊
り
で
も
、
地
区
に
よ
っ
て

は
中
踊
り
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
塩
屋
で
は
大
踊
り
と
し
て
こ
れ
を
踊
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

島
内
に
は
大
踊
り
と
し
て
他
に
「
さ
ん
ご
踊
り
」
、
「
し
ん
ご
踊
り
」
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
に
よ
っ
て
中
に
含
む
踊
り
の
種
類
が
少
し
ず
つ
異
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
最
初
に
「
寺
踊
り
」
、
「
こ
の
寺
」
、
「
国
土
安
穏
」

な
ど
祝
賀
性
の
強
い
踊
り
が
踊
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
踊
り
に
は
テ
ン
ポ
の
い
い

崩
し
が
付
く
。
歌
詞
は
ど
れ
も
中
世
後
期
風
の
雰
囲
気
を
留
め
て
い
る
。

中
踊
り
・
小
踊
り

中
踊
り
と
小
踊
り
に
は
明
確
な
区
別
が
な
い
が
、
概
略
で
い
う
と
道
具
を
持

っ
て
隊
形
変
化
な
ど
を
す
る
の
が
中
踊
、
簡
単
な
手
踊
り
の
み
の
踊
り
を
小
踊

り
と
呼
ぶ
。
種
子
島
全
体
を
見
る
と
中
踊
り
は
弁
慶
踊
り
・
ひ
ょ
う
た
ん
踊
り

・
な
ぎ
な
た
踊
り
・
ヤ
ー
ト
セ
ー
・
棒
踊
り
な
ど
四
〇
種
類
を
超
え
る
。
大
踊

り
の
歌
詞
が
中
世
後
期
風
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
踊
り
と
小
踊
り
は
近
世
歌
謡

風
の
歌
詞
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
大
踊
り
の
余
興
の
よ
う
な

位
置
づ
け
で
、
各
集
落
と
も
に
い
く
つ
か
を
持
っ
て
い
る
。

［
参
考
文
献
］

下
野
敏
見

二
〇
一
二

「
南
日
本
の
民
俗
文
化
誌
」
『
種
子
島
民
俗
芸
能

集
』

南
方
新
社

                                            

（
松
原

武
実
） 

境内での寺踊り

湯ゆ

湾わ
ん

釜が
ま

の
餅も

ち

も
れ

 

［
別

名
］
餅
も
れ

             
  

［
伝 

承 

地
］
大
島
郡
大
和
村
湯
湾
釜
集
落                  

                       

［
実
施
時
期
］
旧
暦
一
一
月
一
六
日

                       

［
実
施
場
所
］
大
島
郡
大
和
村
湯
湾
釜
集
落
内 

                       

［
伝
承
組
織
］
湯
湾
釜
集
落

 
                  

［
名
称
］

「
湯
湾
釜
」
は
集
落
名
、
「
餅
も
れ
」
は
「
餅
貰
い
」
の
方
言
で
あ
る
。 

地
元
の
人
同
士
で
い
う
場
合
は
、
地
名
は
付
さ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

他
地
域
で
は
同
系
統
の
行
事
を
、
「
か
ね
さ
る
」
、
「
種
お
ろ
し
」
な
ど
と

言
う
。 

 

［
実
施
場
所
］

湯
湾
集
落
内
、
ほ
と
ん
ど
全
戸
の
庭
先
で
踊
ら
れ
る
。
た
だ
し
集
合
住
宅
の

場
合
は
、
建
物
出
入
口
付
近
の
空
き
地
。 

大
和
村
は
奄
美
大
島
で
も
東
シ
ナ
海
に
面
し
、
一
一
集
落
か
ら
な
る
が
湯
湾

釜
は
、
平
成
二
七
年
現
在
、
世
帯
数
四
五
戸
、
人
口
一
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
関
東
、

関
西
は
も
と
よ
り
、
奄
美
市
に
も
か
な
り
の
人
が
出
て
生
活
し
て
い
る
。 

［
実
施
時
期
］

毎
年
、
旧
暦
一
〇
月
一
六
日
。
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。 

 

［
伝
承
組
織
］

  

特
別
に
「
餅
も
れ
」
伝
承
た
め
の
組
織
は
な
い
が
、
湯
湾
釜
集
落
（
「
湯
湾

釜
集
落
自
治
会
」
な
ど
に
当
た
る
組
織
名
）
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
。 
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湯ゆ

湾わ
ん

釜が
ま

の
餅も

ち

も
れ

 

［
別

名
］
餅
も
れ

             
  

［
伝 

承 

地
］
大
島
郡
大
和
村
湯
湾
釜
集
落                  

                       

［
実
施
時
期
］
旧
暦
一
一
月
一
六
日

                       

［
実
施
場
所
］
大
島
郡
大
和
村
湯
湾
釜
集
落
内 

                       

［
伝
承
組
織
］
湯
湾
釜
集
落

 
                  

［
名
称
］

「
湯
湾
釜
」
は
集
落
名
、
「
餅
も
れ
」
は
「
餅
貰
い
」
の
方
言
で
あ
る
。 

地
元
の
人
同
士
で
い
う
場
合
は
、
地
名
は
付
さ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

他
地
域
で
は
同
系
統
の
行
事
を
、
「
か
ね
さ
る
」
、
「
種
お
ろ
し
」
な
ど
と

言
う
。 

 

［
実
施
場
所
］

湯
湾
集
落
内
、
ほ
と
ん
ど
全
戸
の
庭
先
で
踊
ら
れ
る
。
た
だ
し
集
合
住
宅
の

場
合
は
、
建
物
出
入
口
付
近
の
空
き
地
。 

大
和
村
は
奄
美
大
島
で
も
東
シ
ナ
海
に
面
し
、
一
一
集
落
か
ら
な
る
が
湯
湾

釜
は
、
平
成
二
七
年
現
在
、
世
帯
数
四
五
戸
、
人
口
一
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
関
東
、

関
西
は
も
と
よ
り
、
奄
美
市
に
も
か
な
り
の
人
が
出
て
生
活
し
て
い
る
。 

［
実
施
時
期
］

毎
年
、
旧
暦
一
〇
月
一
六
日
。
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。 

 

［
伝
承
組
織
］

  

特
別
に
「
餅
も
れ
」
伝
承
た
め
の
組
織
は
な
い
が
、
湯
湾
釜
集
落
（
「
湯
湾

釜
集
落
自
治
会
」
な
ど
に
当
た
る
組
織
名
）
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
。 
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［
由
来
・
伝
承
］

同
地
で
は
、
起
源
は
三
五
〇
年
ほ
ど
前
と 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
年
、
集
落
で
火
事 

が
あ
っ
た
が
、
水
の
便
が
悪
く
大
火
事
と
な 

っ
た
。
最
後
は
消
火
の
た
め
に
、
田
ん
ぼ
の 

泥
水
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
踊
り 

は
、
水
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
、
後
世
に
伝
え 

る
た
め
に
始
め
た
、
と
さ
れ
る
。 

ま
た
、
こ
の
踊
り
の
特
徴
と
し
て
、
風
呂 

敷
の
よ
う
な
布
を
被
っ
て
、
踊
り
手
そ
れ
ぞ 

れ
が
顔
を
隠
す
が
、
そ
れ
は
火
事
の
時
に
顔 

を
火
傷
し
、
そ
の
醜
さ
を
隠
す
た
め
だ
と
言 

う
伝
え
が
あ
る
。 

現
在
は
水
に
対
す
る
感
謝
の
た
め
や
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
っ
て
踊
ら

れ
る
。 

他
地
域
で
は
、
「
餅
も
れ
」
と
い
う
名
称
の
通
り
、
米
の
豊
作
感
謝
と
祈
願

が
主
体
と
な
る
が
、
水
へ
の
感
謝
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
行
事
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
奄
美
に
は
、
餅
貰
い
と
同
様
、
家
回
り
を
す
る
「
八
月

踊
り
」
と
い
う
集
団
歌
舞
が
あ
る
が
、
そ
の
目
的
も
火
災
予
防
と
伝
え
る
集
落

が
あ
り
、
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

［
実
施
内
容
］

参
加
資
格

こ
の
行
事
に
伴
う
作
業
以
外
は
集
落
の
居
住
者
、
ま
た
出
郷
者
で
も
踊
る
こ

と
が
で
き
年
齢
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
。
た
だ
過
去
一
年
内
に
不
幸
が
あ
っ
た

家
の
者
は
遠
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

集
落
の
総
出
の
作
業

餅
も
れ
は
夜
に
始
ま
る
が
、
こ
の
日
欠
か
せ
な
い
、
集
落
中
で
行
う
作
業
が

あ
る
。
踊
り
の
目
的
で
あ
る
、
水
の
貴
重
さ
を
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
、

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
旧
水
道
と
呼
ぶ
生
活
用
水
設
備
を
清
掃
、
補
修

等
を
す
る
の
で
あ
る
。
当
日
午
前
中
に
、
集
落
中
全
世
帯
が
参
加
し
て
の
作
業

で
あ
る
。 

 

行
事
の
準
備

餅
も
れ
は
、
踊
る
人
た
ち
が
各
戸
を
訪
問
し
、
踊
っ
た
お
返
し
に
そ
の
家
か

ら
餅
を
も
ら
う
の
が
基
本
形
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
準
備
も
行
事
の
重
要
な
一
部

で
あ
る
。
そ
れ
は
主
に
、
一
家
の
主
婦
が
行
う
。 

先
ず
は
踊
り
連
に
与
え
る
餅
を
作
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
餅
と
は
、
普
通
「
か

し
ゃ
餅
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
餅
米
の
粉
と
蒸
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
を

こ
ね
あ
わ
せ
、
そ
れ
を
カ
シ
ャ
（
和
名

ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
）
の
葉
で
包
ん
で
四

〇
分
く
ら
い
煮
て
出
来
上
が
る
。 

そ
の
ほ
か
、
今
は
あ
ま
り
作
ら
な
く
な
っ
た
が
、
餅
米
粉
を
少
な
く
し
て
サ

ツ
マ
イ
モ
と
水
分
を
多
く
し
て
柔
ら
か
く
似
た
「
ヒ
キ
ャ
ゲ
」
も
作
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
［
由
来
伝
承
］
の
項
で
述
べ
た
、
昔
、
大
火
事
の
時
田
ん
ぼ
の
泥
を

水
の
代
わ
り
に
投
げ
た
と
言
う
、
そ
の
泥
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
ビ
ー
ル
、
焼
酎
な
ど
の
酒
類
、 

特
定
さ
れ
な
い
手
作
り
の
食
べ
物
、
市
販
の
果 

物
、
菓
子
類
、
そ
し
て
金
一
封
が
用
意
さ
れ
る
。 

 

踊
り
連
の
各
戸
訪
問

踊
り
連
の
各
戸
訪
問
は
、
今
は
午
後
六
時
を 

過
ぎ
た
頃
か
ら
始
ま
る
。
踊
り
手
、
サ
ン
セ
ン 

（
三
味
線
）
隊
は
、
最
初
集
落
の
公
民
館
に
集 

ま
り
、
そ
れ
か
ら
集
落
の
伝
統
的
な
祭
り
処
、 

ア
シ
ャ
ゲ
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
踊
り
始
め 

る
。
次
か
ら
民
家
を
次
々
訪
ね
そ
こ
で
踊
り
を 

披
露
す
る
こ
と
に
な
る
。
踊
る
場
は
ほ
と
ん
ど
、

家
の
縁
側
に
面
し
て
い
る
か
、
雨
戸
を
あ
け
る 
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写真２ 次の家に移動 

写真３ 踊り

写真４ 踊りを見る人たち

と
踊
り
が
見
え
る
位
置
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
は
自
ず
か
ら
踊
り
隊
を
迎
え
、

踊
り
を
見
物
す
る
観
客
席
と
な
る
。 

一
戸
、
数
分
ほ
ど
で
踊
り
は
終
わ
り
、
餅
、
金
一
封
等
を
も
ら
っ
て
、
次
の

家
に
移
動
す
る
。
貰
っ
た
餅
を
入
れ
る
の
は
、
テ
ル
と
言
わ
れ
る
奄
美
の
伝
統

的
な
竹
で
編
ん
だ
背
負
い
籠
で
あ
る
。
餅
を
貰
っ
た
時
に
、
区
長
（
集
落
の
長
）

が
「
餅
も
ろ
た
、
も
ろ
た
」
と
紹
介
し
、
ま
た
、
金
一
封
の
と
き
は
「
東
西
東

西
」
と
貰
っ
た
旨
を
報
告
す
る
。
踊
り
手
た
ち
も
「
ヨ
イ
ヤ
ヨ
イ
ヤ
」
と
呼
応

す
る
。 

踊
り
が
終
わ
っ
て
、
次
の
家
ま
で
移
動
す
る
、
い
わ
ゆ
る
道
行
も
重
要
で
あ

る
。
こ
の
時
、
み
ん
な
で
「
道
唄
」
を
歌
う
。 

 

踊
り
手
の
服
装

男
女
と
も
浴
衣
を
着
る
こ
と
が
普
通
だ
が
、
男
性
も
派
手
な
女
も
の
を
着
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
男
女
と
も
顔
は
必
ず
風
呂
敷
な
ど
の
布
で
隠

す
の
で
あ
る
。 

 

踊
り
と
唄
と
三
味
線
伴
奏

一
同
が
家
か
ら
家
へ
移
動
す
る
い
わ
ゆ

る
道
行
で
は
、
歌
え
る
人
た
ち
が
「
道
唄
」
、

「
餅
も
れ
唄
」
と
言
わ
れ
る
歌
を
歌
う
。

そ
こ
で
は
特
別
な
踊
り
は
な
い
。
た
だ
ま

と
ま
っ
て
歩
い
て
い
く
感
じ
で
あ
る
が
、

三
味
線
隊
が
先
頭
の
傾
向
が
あ
る
。

 

そ
の
唄
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
全

国
的
に
流
行
し
た
「
ド
ン
ド
ン
節
」
の
流

れ
で
あ
る
。
そ
の
歌
詞
は
三
〇
首
ほ
ど
残

っ
て
い
て
、
次
の
家
に
行
く
ま
で
の
間
、

適
宜
歌
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
あ
さ
と
ゆ
わ

ん
か
ら

も
ち
も
れ
が
け
ゃ
た
な
あ
た
ら

し
ゃ
あ
り
ん
し
ょ
う
ち
ん

へ
ぇ
む
れ
て

た
ぼ
れ

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン
ジ
ャ

サ
マ
エ
と
ト
サ
ン
セ
（
あ
ん
な
に
遠
い
湯
湾

釜
か
ら
、
餅
貰
い
に
来
ま
し
た
。
も
っ
た
い
な
い
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
私

ら
に
く
だ
さ
い
。
以
下
ハ
ヤ
シ
コ
ト
バ
）
」
の
よ
う
な
文
句
で
あ
る
。 

そ
し
て
家
の
敷
地
内
に
入
る
と
、
一
同
は
室
内
の
家
の
人
た
ち
に
向
か
う
よ

う
に
し
て
、
踊
り
始
め
る
。
三
味
線
の
弾
き
て
、
唄
だ
け
を
歌
う
人
た
ち
は
踊

り
連
か
ら
少
し
離
れ
、
踊
り
を
見
守
る
よ
う
に
、
唄
や
伴
奏
を
す
る
。
こ
こ
で

の
踊
り
唄
も
「
ド
ン
ド
ン
節
」
で
奄
美
の
代
表
的
な
踊
り
唄
「
六
調
」
の
よ
う

に
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
踊
る
。
本
土
系
の

唄
で
あ
り
な
が
ら
、
外
来
の
唄
と
認
識

す
る
人
は
少
な
い
。 

踊
り
は
い
わ
ゆ
る
立
っ
た
ま
ま
に
踊

る
手
踊
り
で
あ
る
。
特
に
決
ま
っ
た
振

り
は
な
い
が
、
手
を
上
方
に
あ
げ
、
招

き
手
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
見
る
人

に
よ
り
う
ま
い
下
手
は
歴
然
と
し
て
い

る
。
踊
り
手
は
総
じ
て
若
い
人
が
多
い

の
で
、
知
っ
て
い
る
人
だ
け
が
歌
う
。

参
加
者
は
、
こ
れ
ら
の
唄
が
歌
え
る
よ

う
に
、
二
週
間
ほ
ど
練
習
の
期
間
が
設

け
ら
れ
る
。 

 

［
意

義
］

「
餅
貰
い
」
系
統
の
踊
り
は
、
い
く
ぶ
ん
形
を
変
え
な
が
ら
奄
美
大
島
、
喜

界
島
、
徳
之
島
の
各
域
に
分
布
す
る
。
か
つ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
わ

れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
次
第
に
少
な
く
な
り
、
大
和
村
で
も
今
行
わ
れ

る
の
は
湯
湾
釜
だ
け
に
な
っ
た
。 

な
お
、
「
餅
を
貰
っ
て
歩
く
」
と
い
う
形
か
ら
、
本
来
稲
作
儀
礼
の
一
つ
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
湯
湾
釜
餅
も
れ
踊
り
の
場
合
は
、
昔
、
集
落
が
火
事
に

あ
っ
て
水
が
な
く
大
火
に
至
ら
し
め
た
そ
の
こ
と
を
教
訓
と
す
る
行
事
だ
と
い

う
口
伝
え
に
深
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
踊
る
人
た
ち
が
風
呂
敷
で
顔
を
隠
す
の

268
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も
、
火
事
に
よ
る
火
傷
を
隠
す
た
め
だ
と
い
う
口
碑
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

実
際
に
は
、
奄
美
の
餅
貰
い
行
事
で
は
ほ
か
に
顔
を
隠
す
形
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
全
国
的
に
は
、
秋
田
県
の
西
馬
音
内
盆
踊
り
が
有
名
で
、
か
つ
奄
美
の

与
論
島
「
十
五
夜
踊
り
」
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
と
全
く
無
関
係
だ
と

言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
こ
の
踊
り
に
付
く
「
ド
ン
ド
ン
節
」
が
本
土
系
で
あ
る
こ
と
も
、

こ
の
行
事
自
体
が
、
も
と
も
と
本
土
系
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。 

 ［
参
考
文
献
］

・
蔵
源
吾

一
九
九
八

『
湯
湾
釜
集
落
む
ち
も
れ
唄
』
（
プ
リ
ン
ト
資
料
） 

・
『
鹿
児
島
大
島
郡
大
和
村

湯
湾
釜
に
お
け
る
「
餅
も
れ
踊
り
」
』
（
平
成

一
五
年
一
月
記
・
平
成
二
四
年
一
一
月
一
部
修
正

解
説
プ
リ
ン
ト
資
料
） 

（
小
川

学
夫
）  

 

※

写
真
は
全
て
大
和
村
教
育
委
員
会
提
供

    
 

神様とナンコを行う  

唐か
ら

隈く
ま

の
山や

ま

ン
神か

み

 

［
別

称
］

山
祭
り
、
丑
祭
り
（
丑
の
日
に
行
う
時
）
、
申
祭
り
（
申
の
日
に
行
う
時
）

［
伝

承

地
］

長
島
町
唐
隈

［
実
施
時
期
］

旧
暦
一
一
月
の
丑
の
日
、
申
の
日
の
う
ち
、
初
め
に
来
た
日

［
実
施
場
所
］

準
備
の
場
を
除
き
、
出
水
郡
長
島
町
唐
隈
内
に
あ
る
二
つ
の
山
中
の
聖
域

［
伝
承
組
織
］

こ
の
祭
り
の
た
め
だ
け
の
組
織
は
な
い

［
名
称
］

「
唐
隈
」
は
集
落
名
、
「
山
ン
神
」
は
「
山
の
神
」
の
意
味
。
地
元
で
は
「
山

ン
神
」

で
通
じ
る
が
、
周
辺
に
も
同
系
統
の
祭
り
が
あ
る
の
で
、
対
外
的
に

地
名
を
付
し
て
言
わ
れ
る
。
他
に
年
に
よ
っ
て
実
施
日
が
異
な
る
が
、
丑
の

日
に
行
う
時
は
「
丑
祭
り
」
、
申
の
日
に
行
う
時
は
「
申
祭
り
」
と
も
言
わ

れ
る
。

［
実
施
場
所
］

祭
り
自
体
は
唐
隈
の
山
中
に
あ
る
二
か
所
の
祭
所
で
行
わ
れ
る
。
は
じ
め

は
十
五
社
神
社
近
く
の
雑
木
林
の
中
。
そ
こ
で
の
祭
り
の
後
、
同
集
落
の
「
朱

の
鼻
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
る
字
の
山
中
に
移
る
。
準
備
は
唐
隈
公
民
館
で
も
行

わ
れ
る
。

［
実
施
時
期
］

旧
暦
一
一
月
の
丑
の
日
か
、
申
の
日
に
行
う
が
、
一
一
月
に
な
っ
て
早
く

来
た
方
の
日
柄
が
選
ば
れ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
二
八
年
は
旧
暦
一
一
月
六

唐隈集落周辺  
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神様とナンコを行う  

唐か
ら

隈く
ま

の
山や

ま

ン
神か

み

 

［
別

称
］

山
祭
り
、
丑
祭
り
（
丑
の
日
に
行
う
時
）
、
申
祭
り
（
申
の
日
に
行
う
時
）

［
伝

承

地
］

長
島
町
唐
隈

［
実
施
時
期
］

旧
暦
一
一
月
の
丑
の
日
、
申
の
日
の
う
ち
、
初
め
に
来
た
日

［
実
施
場
所
］

準
備
の
場
を
除
き
、
出
水
郡
長
島
町
唐
隈
内
に
あ
る
二
つ
の
山
中
の
聖
域

［
伝
承
組
織
］

こ
の
祭
り
の
た
め
だ
け
の
組
織
は
な
い

［
名
称
］

「
唐
隈
」
は
集
落
名
、
「
山
ン
神
」
は
「
山
の
神
」
の
意
味
。
地
元
で
は
「
山

ン
神
」

で
通
じ
る
が
、
周
辺
に
も
同
系
統
の
祭
り
が
あ
る
の
で
、
対
外
的
に

地
名
を
付
し
て
言
わ
れ
る
。
他
に
年
に
よ
っ
て
実
施
日
が
異
な
る
が
、
丑
の

日
に
行
う
時
は
「
丑
祭
り
」
、
申
の
日
に
行
う
時
は
「
申
祭
り
」
と
も
言
わ

れ
る
。

［
実
施
場
所
］

祭
り
自
体
は
唐
隈
の
山
中
に
あ
る
二
か
所
の
祭
所
で
行
わ
れ
る
。
は
じ
め

は
十
五
社
神
社
近
く
の
雑
木
林
の
中
。
そ
こ
で
の
祭
り
の
後
、
同
集
落
の
「
朱

の
鼻
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
る
字
の
山
中
に
移
る
。
準
備
は
唐
隈
公
民
館
で
も
行

わ
れ
る
。

［
実
施
時
期
］

旧
暦
一
一
月
の
丑
の
日
か
、
申
の
日
に
行
う
が
、
一
一
月
に
な
っ
て
早
く

来
た
方
の
日
柄
が
選
ば
れ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
二
八
年
は
旧
暦
一
一
月
六

唐隈集落周辺  
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日
が
申
の
日
（
新
暦
一
二
月
四
日
）
、
同
月
一
一
日
が
丑
の
日
（
新
暦
一
二

月
九
日
）
だ
っ
た
の
で
、
前
者
が
選
ば
れ
た
。

［
伝
承
組
織
］

特
に
こ
の
祭
り
の
た
め
の
組
織
は
な
い
が
、
集
落
を
東
上
、
東
下
、
西
上
、

西
下
の
四
地
区
に
分
け
、
こ
の
中
の
一
地
区
が
年
輪
番
で
こ
の
祭
り
を
担
う
。

［
由
来
・
伝
承
］

長
島
町
に
は
、
約
二
〇
か
所
の
山
の
神
を
祭
る
聖
所
が
あ
る
が
、
奈
良
朝

時
代
か
ら
行
わ
れ
た
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。

山
神
の
性
格
は
、
供
え
物
（
シ
ト
ギ
、
オ
コ
ゼ
）
な
ど
か
ら
主
に
作
神
と

認
識
さ
れ
て
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
山
の
神
は
女
性
の
神
様
で
、
同
性
の
者
に
は
嫉
妬
す
る
た
め
、
女

性
は
祭
り
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。

ま
た
、
研
究
者
の
調
査
に
よ
り
、
天
草
、
肥
後
方
面
の
山
の
神
祭
り
の
影

響
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

［
実
施
内
容
］

参
加
資
格
な
ど

主
に
青
年
以
上
の
男
子
で
、
子
ど
も
は
見
物
人
と
し
て
許
さ
れ
る
。
特
に

世
襲
な
ど
の
制
約
は
な
い
。
［
由
来
・
伝
承
］
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山

ン
神
は
、
同
性
で
あ
る
女
性
を
嫌
う
の
で
、
女
性
は
祭
り
に
は
参
加
し
な
い
。

ま
た
、
他
地
で
は
神
社
の
宮
司
が
祭
り
を
主
導
す
る
所
が
あ
る
が
、
唐
隈

で
は
そ
れ
は
な
い
。

祭
り
の
準
備
と
し
め
縄
、
供
え
物
な
ど

先
ず
前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
、
祭
場
以
外
で
も
準
備
で
き
る
も
の
、
例

え
ば
料
理
は
家
庭
で
、
ま
た
注
連
縄
な
ど
は

集
落
の
集
会
所
で
撚
ら
れ
る
（
写
真
１
）
。

そ
れ
か
ら
祭
場
に
赴
き
、
聖
域
全
体
を
囲

む
た
め
と
、
神
木
と
見
な
さ
れ
る
木
に
し
め

縄
を
張
る
。
そ
の
縄
は
左
撚
り
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
左
綱
で
あ
る
が
、
何
よ
り
の
特
徴
は

紙
垂

し

で

が
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
一

見
た
だ
の
縄
と
見
間
違
う
ほ
ど
で
あ
る
。
こ

れ
が
極
め
て
こ
の
行
事
の
古
風
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。

第
一
の
祭
り
場
で
は
、
三
つ
の
石
と
鉄
製

の
鉾
（
長
さ
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）

が
ご
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と

供
え
物
を
収
め
る
い
わ
ゆ
る
簡
易
な
社
殿
も

準
備
さ
れ
る
。
四
本
の
柱
に
畳
半
畳
ほ
ど
の

稲
藁
製
の
屋
根
が
つ
い
た
素
朴
な
も
の
で
、

そ
の
屋
根
を
毎
年
吹
き
替
え
る
の
も
準
備
の

一
つ
で
あ
る
（
写
真
２
）
。

神
様
へ
の
供
物
は
、
ア
マ
ン
ゴ
、
赤
飯
、

ツ
ト
（
藁
製
の
包
み
）
に
入
れ
た
シ
ト
ギ
を

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
焼

酎
、
オ
コ
ゼ
（
魚
の
一
種
）
な
ど
が
加
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
供
物
は
、
女
性
は
聖
域
に

は
入
れ
な
い
の
で
、
そ
ば
ま
で
持
っ
て
き
て

男
性
が
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
祭
り
場
に
は
社
殿
は
な
い
が
、
神
木
や
神
石
に
は
注
連
縄
が
は
ら

れ
る
。

写真１ 準備の様子写真２ 社殿

祭
り
の
順
序

参
加
者
は
第
一
の
場
に
赴
き
、
三
つ
の
石

と
鉾
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
代
表
の
も

の
が
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
る
（
写
真
３
）
。

そ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
東
上
地
区
に
は
、

今
月
霜
月
、
清
き
と
う
と
き
日
を
選
び
、

唐
隈
区
内
の
山
々
の
神
祭
り
を
い
た
し
ま

す
。
前
山
九
殿

中
山
九
郎
殿
九
百
九
十
九

大
将

後
山
九
郎
九
百
九
十

大
将
今
年

の
新
米
で
あ
ま
ご
水
ご
く

う
き
よ
め
て

ゆ
う
べ
生
ま
れ
た
赤
子
よ
り
今
日
な
く
な
る

ま
で
年
寄
り
ま
で
山
に
行
っ
て
も
し
け
が
あ

や
ま
ち
が
有
っ
た
時
は
清
め
た
ま
え
は
ら
え

た
ま
え
と
申
し
ま
す
（
原
文
の
ま
ま
）
児
玉

善
四
郎
氏

伝
承
の
も
の
を
鶴
長
悟
氏
記
録

保
存

の
よ
う
な
書
付
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章

句
は
区
に
よ
っ
て
い
く
ぶ
ん
違
い
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
録
さ
れ
た
段
階
で
の
伝
承

者
が
異
な
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
ご
神
体
か
ら
い
く
ぶ
ん
離
れ
た
前

方
に
わ
ず
か
の
空
き
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
円
を
描
い
た
土
俵
を
つ
く
り
、
相

撲
が
行
わ
れ
る
。
裸
の
ふ
ん
ど
し
姿
で
は
な
く
、
服
装
も
履
物
も
祭
り
に
や

っ
て
き
た
そ
の
ま
ま
で
、
希
望
者
同
志
が
三
番
勝
負
で
行
う
。
そ
れ
は
山
ン

神
へ
の
奉
納
と
さ
れ
る
（
写
真
４
）
。

つ
い
で
、
第
二
の
場
所
に
移
る
。
や

は
り
祈
り
の
言
葉
を
あ
げ
、
最
も
特
徴

的
な
の
は
、
ご
神
体
の
前
で
神
様
と
ナ

ン
コ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
（
写
真
５
）
。

ナ
ン
コ
は
鹿
児
島
の
酒
席
で
は
よ
く
行

わ
れ
る
伝
統
的
な
勝
負
ご
と
で
、
手
に

隠
し
持
っ
た
棒
（
ナ
ン
コ
玉
）
の
数
を

当
て
あ
う
も
の
で
あ
る
。
負
け
た
方
が

そ
の
罰
と
し
て
、
お
ち
ょ
こ
に
注
が
れ

た
焼
酎
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
神
様
は
見
え
な
い
か
ら
、

目
の
前
に
い
る
も
の
と
仮
定
し
て
人
間

側
が
一
方
的
に
神
様
に
話
し
か
け
、
勝

ち
負
け
を
決
め
る
。
三
番
勝
負
で
、
最
終
的
に
は
神
様
に
勝
た
せ
る
が
決
ま

り
で
あ
る
。
神
様
に
も
焼
酎
を
飲
ん
で
も
ら
う
ま
で
は
飲
め
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
勝
負
は
延
々
と
続
き
、
罰
の
焼
酎
を
大
量
に
飲
ん
で
酔
い
つ
ぶ

れ
る
人
が
よ
く
出
て
来
る
と
言
う
。

こ
う
し
て
、
集
落
に
戻
っ
て
直
会
（
な
お
ら
い
＝
神
事
の
後
の
宴
会
）

が
行
わ
れ
．
終
了
す
る
。

［
他
地
域
の
同
系
祭
事
］

山
の
神
祭
り
は
長
島
で
は
現
在
、
唐
隈
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
小
浜
地
区
、
川
内
地
区
が
本
格
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
山
中
の
特
定
祭
場
で
あ
る
こ
と
、

し
と
ぎ
（
米
汁
）
が
供
物
と
さ
れ
る
こ
と
、
実
施
日
が
旧
暦
一
一
月
の
丑
の

日
か
申
の
日
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
共
通
点
も
あ
る
。

写真３ 神に祈る写真４ 相撲

写真５ ナンコ
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祭
り
の
順
序

参
加
者
は
第
一
の
場
に
赴
き
、
三
つ
の
石

と
鉾
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
代
表
の
も

の
が
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
る
（
写
真
３
）
。

そ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
東
上
地
区
に
は
、

今
月
霜
月
、
清
き
と
う
と
き
日
を
選
び
、

唐
隈
区
内
の
山
々
の
神
祭
り
を
い
た
し
ま

す
。
前
山
九
殿

中
山
九
郎
殿
九
百
九
十
九

大
将

後
山
九
郎
九
百
九
十

大
将
今
年

の
新
米
で
あ
ま
ご
水
ご
く

う
き
よ
め
て

ゆ
う
べ
生
ま
れ
た
赤
子
よ
り
今
日
な
く
な
る

ま
で
年
寄
り
ま
で
山
に
行
っ
て
も
し
け
が
あ

や
ま
ち
が
有
っ
た
時
は
清
め
た
ま
え
は
ら
え

た
ま
え
と
申
し
ま
す
（
原
文
の
ま
ま
）
児
玉

善
四
郎
氏

伝
承
の
も
の
を
鶴
長
悟
氏
記
録

保
存

の
よ
う
な
書
付
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章

句
は
区
に
よ
っ
て
い
く
ぶ
ん
違
い
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
録
さ
れ
た
段
階
で
の
伝
承

者
が
異
な
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
ご
神
体
か
ら
い
く
ぶ
ん
離
れ
た
前

方
に
わ
ず
か
の
空
き
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
円
を
描
い
た
土
俵
を
つ
く
り
、
相

撲
が
行
わ
れ
る
。
裸
の
ふ
ん
ど
し
姿
で
は
な
く
、
服
装
も
履
物
も
祭
り
に
や

っ
て
き
た
そ
の
ま
ま
で
、
希
望
者
同
志
が
三
番
勝
負
で
行
う
。
そ
れ
は
山
ン

神
へ
の
奉
納
と
さ
れ
る
（
写
真
４
）
。

つ
い
で
、
第
二
の
場
所
に
移
る
。
や

は
り
祈
り
の
言
葉
を
あ
げ
、
最
も
特
徴

的
な
の
は
、
ご
神
体
の
前
で
神
様
と
ナ

ン
コ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
（
写
真
５
）
。

ナ
ン
コ
は
鹿
児
島
の
酒
席
で
は
よ
く
行

わ
れ
る
伝
統
的
な
勝
負
ご
と
で
、
手
に

隠
し
持
っ
た
棒
（
ナ
ン
コ
玉
）
の
数
を

当
て
あ
う
も
の
で
あ
る
。
負
け
た
方
が

そ
の
罰
と
し
て
、
お
ち
ょ
こ
に
注
が
れ

た
焼
酎
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
神
様
は
見
え
な
い
か
ら
、

目
の
前
に
い
る
も
の
と
仮
定
し
て
人
間

側
が
一
方
的
に
神
様
に
話
し
か
け
、
勝

ち
負
け
を
決
め
る
。
三
番
勝
負
で
、
最
終
的
に
は
神
様
に
勝
た
せ
る
が
決
ま

り
で
あ
る
。
神
様
に
も
焼
酎
を
飲
ん
で
も
ら
う
ま
で
は
飲
め
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
勝
負
は
延
々
と
続
き
、
罰
の
焼
酎
を
大
量
に
飲
ん
で
酔
い
つ
ぶ

れ
る
人
が
よ
く
出
て
来
る
と
言
う
。

こ
う
し
て
、
集
落
に
戻
っ
て
直
会
（
な
お
ら
い
＝
神
事
の
後
の
宴
会
）

が
行
わ
れ
．
終
了
す
る
。

［
他
地
域
の
同
系
祭
事
］

山
の
神
祭
り
は
長
島
で
は
現
在
、
唐
隈
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
小
浜
地
区
、
川
内
地
区
が
本
格
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
山
中
の
特
定
祭
場
で
あ
る
こ
と
、

し
と
ぎ
（
米
汁
）
が
供
物
と
さ
れ
る
こ
と
、
実
施
日
が
旧
暦
一
一
月
の
丑
の

日
か
申
の
日
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
共
通
点
も
あ
る
。

写真３ 神に祈る写真４ 相撲

写真５ ナンコ
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た
だ
、
祭
り
の
内
容
に
は
、
多
く
の
異
同
が
あ
る
。
祭
り
の
主
た
る
場
が

山
中
の
特
祭
場
で
あ
る
こ
と
、
し
と
ぎ
（
米
汁
）
が
供
え
物
と
さ
れ
る
こ
と
、

実
施
日
が
旧
暦
一
一
月
の
丑
の
日
か
申
の
日
で
あ
る
こ
と
が
共
通
点
で
あ
る

※

写
真
は
全
て
長
島
町
教
育
委
員
会
提
供

が
、
祭
り
に
か
か
わ
る
こ
と
、
山
中
の
ホ
コ
ド
ン
と
言
わ
れ
る
男
神
に
対
し

て
宗
教
的
職
能
者
が
祝
詞
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
な
ど
が
他
と
違
っ
て
い
る
。

県
下
、
近
県
で
も
山
の
神
祭
り
は
散
在
し
て
い
る
が
、
長
島
の
山
の
神
祭
り

は
、
天
草
、
肥
後
方
面
の
祭
り
に
強
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
の
が
定
説
で
あ

る
。

［
意
義
］

樹
木
、
自
然
石
、
鉄
製
鉾
な
ど
を
ご
神
体
と
し
て
お
り
、
素
朴
な
精
霊
信
仰

の
面
影
が
見
ら
れ
る
。
山
の
神
は
供
え
物
な
ど
か
ら
、
作
神
と
し
て
の
性
格
が

浮
か
び
上
が
る
が
、
昔
は
狩
猟
な
ど
の
山
の
仕
事
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

相
撲
、
ナ
ン
コ
の
勝
負
ご
と
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
祭
り
の
重
要
な
特

徴
で
あ
る
。
競
技
は
、
我
が
国
で
は
年
占
い
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
が
、

同
地
の
場
合
は
純
粋
な
山
の
神
へ
の
奉
納
で
あ
る
。

な
お
、
他
の
多
く
の
集
落
と
同
様
、
出
郷
者
が
多
く
、
祭
り
を
担
う
人
の
減

少
に
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
祭
り
の
場
合
、
山
の
神
が
女
性
を
嫌
う
と
い
う
伝
承

が
あ
る
た
め
、
ま
だ
積
極
的
な
参
加
は
難
し
い
が
、
時
間
と
と
も
に
変
化
が
見

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
も
今
は
見
物
す
る
だ
け
だ
が
、

い
ず
れ
実
際
的
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
素
朴
さ
を
残

し
た
祭
り
だ
け
に
、
将
来
へ
の
継
承
が
注
目
さ
れ
る
。

［
参
考
文
献
］

・
長
島
町
郷
土
史
編
集
委
員
会

一
九
七
四

『
長
島
郷
土
史
』

長
島
町

・
下
野
敏
見

二
〇
一
二

『
南
日
本
の
民
俗
文
化
一
一

南
日
本
の
民

・
平
下
英
治

二
〇
一
二

『
唐
隈
郷
土
史

し
の
は
な
ど
ん
の
は
な
し
』

（
小
川

学
夫
）

図１ 峯苫付近地図（ウッガンは公民館の広場にある）

峯
苫

み
ね
と
ま

の
ウ
ッ
ガ
ン
祭ま

つ

り

［
別

名
］
な
し

［
伝

承

地
］
南
九
州
市
知
覧
町
西
元
峯
苫

［
実
施
時
期
］
毎
年
一
二
月
一
六
日

［
実
施
場
所
］
峯
苫
ウ
ッ
ガ
ン
（
公
民
館
広
場
）

［
伝
承
組
織
］
峯
苫
集
落

［
名
称
］

薩
摩
藩
の
農
業
経
営
単
位
で
、
農
村
の
同
族
的
農
家
集
団
で
あ
る
「
門
」
の
神

を
ま
つ
る
行
事
。
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
と
呼
ぶ
。
漢
字
で
書
く
場
合
、
峯
苫
で
は
本
来

「
内
神
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
は
氏
神
と
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

［
実
施
場
所
］

峯
苫
公
民
館
（
峯
苫
集
落
セ
ン
タ
ー
）
の
建
物
の
東
隣
が
広
場
に
な
っ
て
お
り
、

ウ
ッ
ガ
ン
の
社
殿
が
あ
る
。
ト
コ
マ
ツ
リ
を
公
民
館
で
行
い
、
そ
の
後
ウ
ッ
ガ
ン

の
社
殿
で
神
事
を
行
う
。

［
実
施
時
期
］

開
催
日
は
、
一
二
月
一
六
日
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
午
後
か
ら
注
連
縄
の
取
り

換
え
な
ど
の
準
備
を
し
、
午
後
三
時
頃
か
ら
公
民
館
で
の
祭
事
、
そ
の
後
、
ウ
ッ

ガ
ン
社
殿
で
の
神
事
が
あ
る
。

［
伝
承
組
織
］

集
落
は
全
員
峯
苫
姓
で
、
峯
苫
門
の
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
で
あ
る
の
で
、
集
落
行
事

と
い
う
こ
と
な
る
。
祭
り
に
は
各
戸
か
ら
世
帯
主
が
参
加
す
る
。
供
え
物
や
料
理
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図１ 峯苫付近地図（ウッガンは公民館の広場にある）

峯
苫

み
ね
と
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の
ウ
ッ
ガ
ン
祭ま

つ

り

［
別

名
］
な
し

［
伝

承

地
］
南
九
州
市
知
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町
西
元
峯
苫

［
実
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時
期
］
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二
月
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六
日

［
実
施
場
所
］
峯
苫
ウ
ッ
ガ
ン
（
公
民
館
広
場
）

［
伝
承
組
織
］
峯
苫
集
落

［
名
称
］

薩
摩
藩
の
農
業
経
営
単
位
で
、
農
村
の
同
族
的
農
家
集
団
で
あ
る
「
門
」
の
神

を
ま
つ
る
行
事
。
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
と
呼
ぶ
。
漢
字
で
書
く
場
合
、
峯
苫
で
は
本
来

「
内
神
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
は
氏
神
と
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

［
実
施
場
所
］

峯
苫
公
民
館
（
峯
苫
集
落
セ
ン
タ
ー
）
の
建
物
の
東
隣
が
広
場
に
な
っ
て
お
り
、

ウ
ッ
ガ
ン
の
社
殿
が
あ
る
。
ト
コ
マ
ツ
リ
を
公
民
館
で
行
い
、
そ
の
後
ウ
ッ
ガ
ン

の
社
殿
で
神
事
を
行
う
。

［
実
施
時
期
］

開
催
日
は
、
一
二
月
一
六
日
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
午
後
か
ら
注
連
縄
の
取
り

換
え
な
ど
の
準
備
を
し
、
午
後
三
時
頃
か
ら
公
民
館
で
の
祭
事
、
そ
の
後
、
ウ
ッ

ガ
ン
社
殿
で
の
神
事
が
あ
る
。

［
伝
承
組
織
］

集
落
は
全
員
峯
苫
姓
で
、
峯
苫
門
の
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
で
あ
る
の
で
、
集
落
行
事

と
い
う
こ
と
な
る
。
祭
り
に
は
各
戸
か
ら
世
帯
主
が
参
加
す
る
。
供
え
物
や
料
理
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な
ど
は
持
ち
回
り
で
行
っ
て
い
る
。
経
費
の
捻
出
は
、
集
落
の
共
有
林
を
活
用
し

て
き
た
。

［
由
来
伝
承
］

峯
苫
門
の
内
神
祭
り
。
下
野
敏
見
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の

「
神
社
差
出
書
」
に
、「
峯
苫
門

鎮
守
宝
殿
一
宇
（
豊
玉
姫
神
社
末
社
）
」
と
あ

り
、
「
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
と
い
う
外
神
を
集
落
内
に
勧
請
し
て
祭
っ
た
内

神
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
〔
下
野
二
〇
一
一

五
〇
頁
〕
。
ま
た
、
宝
永
五
（
一

七
〇
八
）
年
戊
子
一
一
月
七
日
の
棟
札
が
残
る
。
現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
六
〇
年

に
新
築
し
た
も
の
。

［
実
施
内
容
］

１

準
備
・
公
民
館
で
の
ト
コ
マ
ツ
リ

社
殿
に
は
二
つ
の
木
祠
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
左
側
の
木
祠
が
高
さ
一
二
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

右
側
の
木
祠
は
少
し
大
き
く
、
高
さ
一
二
五
、
幅
九
八
、
奥
行
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
小
さ
い
ほ
う
を
女
神
、
大
き
い
ほ
う
を
男
神
と
呼
ん
だ
り
も
す
る
。
下

野
敏
見
氏
に
よ
れ
ば
、
「
右
の
祠
は
峯
苫
集
落
全
員
で
拝
ん
で
き
た
神
で
あ
り
、

左
の
祠
は
門
の
代
表
で
あ
る
オ
ッ
ナ
（
乙
名
）
家
の
も
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
〔
前

掲
書
四
八
～
四
九
ペ
ー
ジ
〕
。

午
後
一
時
か
ら
注
連
縄
づ
く
り
が
、
集
落
民
総
出
で
行
わ
れ
る
。
社
殿
に
掛
け

る
長
さ
四
・
一
メ
ー
ト
ル
の
長
い
綱
と
、
二
つ
の
木
祠
に
掛
け
る
長
さ
一
・
八
メ

ー
ト
ル
の
も
の
を
二
本
を
作
る
。
出
来
上
が
る
と
、
前
年
の
注
連
縄
は
取
り
外
し

て
社
殿
の
東
隣
に
あ
る
椎
の
木
の
根
元
に
置
く
。
捨
て
る
の
は
昔
か
ら
こ
の
木
の

根
元
で
、
朽
ち
果
て
た
古
い
も
の
も
残
る
。
「
今
は
子
の
木
で
、
社
殿
を
建
て
替

え
る
ま
で
、
も
っ
と
大
き
い
の
が
あ
っ
た
。
」
と
言
う
。

午
後
二
時
頃
、
集
落
の
南
西
に
あ
る
「
虫
け
ら
ん
神
さ
ぁ
」
に
参
拝
す
る
。
神

柴
を
取
り
換
え
、
お
神
酒
を
供
え
て
祀
る
。

虫
け
ら
ん
神
さ
ぁ
か
ら
戻
る
と
、
ま
も
な
く
豊
玉
姫
神
社
神
主
が
公
民
館
に
到

着
し
、
ト
コ
マ
ツ
リ
の
準
備
が
始
ま
る
。
午
後
三
時
前
、
氏
子
が
公
民
館
の
広
間

に
そ
ろ
い
、
神
主
か
ら
お
祓
い
を
受
け
る
。

２

ウ
ッ
ガ
ン
祭
り

約
一
〇
分
ほ
ど
で
ト
コ
マ
ツ
リ
が
終
わ
る
と
、
公
民
館
東
隣
の
ウ
ッ
ガ
ン
社
殿

に
移
り
、
社
殿
と
そ
の
中
に
あ
る
二
つ
の
木
祠
と
に
新
し
い
注
連
縄
を
張
る
。
二

つ
の
木
祠
の
ご
神
体
に
、
白
紙
で
作
っ
た
衣
を
着
せ
替
え
る
。
左
側
の
木
祠
が
三

体
、
右
側
の
木
祠
に
は
四
体
の
ご
神
体
（
石
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
供
え
物
は
、

赤
飯
・
シ
ト
ギ
を
作
り
、
甘
酒
・
米
・
塩
・
白
菜
・
魚
。

豊
玉
姫
神
社
神
主
と
集
落
役
員
が
社
殿
に
上
が
り
、
神
主
が
神
事
を
執
り
行
う
。

女
性
な
ど
他
の
集
落
民
は
、
社
殿
の
外
か
ら
、
神
事
を
見
守
る
。

峯
苫
で
は
、
神
主
が
祝
詞
を
上
げ
る
際
、
参
拝
者
ど
お
し
で
、
後
ろ
髪
を
引
く

と
い
う
風
習
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
神
主
も
後
ろ
髪
を
引
っ
張
ら
れ
る
。
神
聖
な

儀
礼
を
わ
ざ
と
壊
す
い
た
ず
ら
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
「
髪
を
引
く
か
ら
神

を
引
く
意
味
が
あ
る
。
」
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

下
野
敏
見
氏
は
、
「
後
ろ
髪
を
引
く
と
い
う
こ
と
は
、
神
と
語
っ
て
い
る
太
夫

ど
ん
の
力
を
氏
子
の
身
に
引
き
よ
せ
い
た
だ
く
意
味
」
と
し
て
い
る
［
前
掲
書
五

〇
ペ
ー
ジ
］
。

社
殿
で
の
神
事
が
終
わ
る
と
、
他
の
集
落
民
が
列
を
作
っ
て
参
拝
し
、
お
神
酒

を
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
直
会
に
な
る
。

［
意
義
］

峯
苫
の
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
は
、
旧
暦
霜
月
（
今
は
月
遅
れ
）
に
行
わ
れ
る
門
の
神

の
祭
り
の
典
型
的
な
例
と
言
え
る
（
霜
月
祭
り
・
神
祭
り
）
。
そ
の
中
で
も
、
棟

札
や
史
料
に
よ
り
、
近
世
か
ら
続
く
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
祭
礼
で
あ
る
。

小
野
重
朗
は
、
氏
神
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
門
の
内
や
、
屋
敷
の
内
、
ま
た

は
家
の
内
に
神
が
入
っ
て
き
た
も
の
を
特
に
内
神
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」

と
し
て
い
る
〔
小
野
一
九
八
一
〕
。
峯
苫
の
場
合
は
、
豊
玉
姫
の
神
を
、
門
の
内

に
招
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
祭
り
が
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
で
あ
る
。

門
の
豊
作
、
そ
の
住
民
の
健
康
・
安
全
を
願
っ
て
こ
の
ウ
ッ
ガ
ン
を
祀
る
。
小

野
は
、
同
じ
よ
う
な
性
格
の
モ
イ
ド
ン
と
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
内
神
は
門
や
家
を
守
護
す
る
機
能
を
持
ち
、
祖
神
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
が
、

同
じ
く
門
の
神
の
モ
イ
ド
ン
と
比
べ
て
、
荒
々
し
く
祟
る
と
い
う
性
格
が
な
い
の

が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
」
〔
前
掲
書
〕
。

［
参
考
文
献
］

・
小
野
重
朗
執
筆
担
当

一
九
八
一

「
ウ
ッ
ガ
ン
」
（
『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』

南
日
本
新
聞
社
）

・
下
野
敏
見

二
〇
一
一

「
ウ
ッ
ガ
ン
サ
マ
と
は
何
か
」
『
南
日
本
の
民
俗
文

化
誌
九

南
九
州
の
民
俗
文
化
誌
』

南
方
新
社

（
井
上

賢
一
）

写真４ 公民館でのトコマツリ写真６ ウッガン祭りに参拝する人々
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小
野
重
朗
は
、
氏
神
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
門
の
内
や
、
屋
敷
の
内
、
ま
た

は
家
の
内
に
神
が
入
っ
て
き
た
も
の
を
特
に
内
神
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」

と
し
て
い
る
〔
小
野
一
九
八
一
〕
。
峯
苫
の
場
合
は
、
豊
玉
姫
の
神
を
、
門
の
内

に
招
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
祭
り
が
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
で
あ
る
。

門
の
豊
作
、
そ
の
住
民
の
健
康
・
安
全
を
願
っ
て
こ
の
ウ
ッ
ガ
ン
を
祀
る
。
小

野
は
、
同
じ
よ
う
な
性
格
の
モ
イ
ド
ン
と
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
内
神
は
門
や
家
を
守
護
す
る
機
能
を
持
ち
、
祖
神
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
が
、

同
じ
く
門
の
神
の
モ
イ
ド
ン
と
比
べ
て
、
荒
々
し
く
祟
る
と
い
う
性
格
が
な
い
の

が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
」
〔
前
掲
書
〕
。

［
参
考
文
献
］

・
小
野
重
朗
執
筆
担
当

一
九
八
一

「
ウ
ッ
ガ
ン
」
（
『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』

南
日
本
新
聞
社
）

・
下
野
敏
見

二
〇
一
一

「
ウ
ッ
ガ
ン
サ
マ
と
は
何
か
」
『
南
日
本
の
民
俗
文

化
誌
九

南
九
州
の
民
俗
文
化
誌
』

南
方
新
社

（
井
上

賢
一
）
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［
附
記
］
古
屋
門
の
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り

峯
苫
で
の
調
査
時
に
、
一
八
日
に
瀬
世
の
古
屋
門
で
も
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り
が
行
わ

れ
る
と
の
情
報
を
得
た
の
で
拝
見
し
た
。
藁
製
ウ
ッ
ガ
ン
の
祭
り
。

○
期
日

毎
年
一
二
月
一
八
日

○
場
所

南
九
州
市
知
覧
町
瀬
世
古
屋
門

○
ウ
ッ
ガ
ン
作
り

午
前
九
時
に
、
古
屋
門
の
五
世
帯
が
集
ま
り
、
午
前
中
か
け

て
、
ウ
ッ
ガ
ン
を
新
し
く
作
り
直
す
。
本
体
と
な
る
「
カ
ン
サ
マ
ン
イ
エ
」
、
屋

根
と
な
る
「
ト
ッ
」
、
祠
の
「
扉
」
、
祠
の
中
で
ウ
ッ
ガ
ン
の
台
座
と
な
る
「
カ
ン

サ
マ
ン
ス
」
を
分
担
し
て
作
る
。
古
屋
門
の
構
成
は
弘
喜
さ
ん
（
オ
ッ
ナ
。
扉
作

り
。
息
子
弘
文
さ
ん
は
カ
ン
サ
マ
ン
ス
）
、
和
則
さ
ん
（
平
成
二
八
年
の
当
番
「
ヤ

ド
マ
エ
」
）
、
秀
作
さ
ん
（
扉
）
、
光
明
さ
ん
（
息
子
の
大
樹
さ
ん
と
扉
・
注
連
縄
）
、

五
男
さ
ん
（
息
子
の
純
次
さ
ん
と
「
ト
ッ
」
作
り
）
。
ウ
ッ
ガ
ン
全
体
は
、
高
さ

一
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
八
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
扉
は
縦
一
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
ト
ッ

は
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
カ
ン
サ
マ
ン
ス
は
直
径
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

厚
さ
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

○
昼
食

ヤ
ド
マ
エ
の
家
の
床
の
間
に
、
で
き
あ
が
っ
た
カ
ン
サ
マ
ン
ス
を
置
き
、

お
供
え
物
を
し
、
次
の
間
で
昼
食
を
と
る
（
女
性
は
別
室
）
。
な
ま
す
・
甘
酒
・

オ
ゴ
ン
オ
メ
シ
・
イ
モ
ン
コ
ン
コ
ッ
ソ
ニ
ィ
（
里
芋
と
大
根
の
味
噌
煮
）
。

○
ウ
ッ
ガ
ン
祭
り

カ
ン
サ
マ
ン
イ
エ
の
古
い
カ
ン
サ
マ
ン
ス
に
入
っ
た
ご
神

体
（
サ
ン
ゴ
石
六
体
）
を
取
り
出
し
、
白
紙
で
作
っ
た
新
し
い
衣
に
着
せ
替
え
る
。

新
し
い
カ
ン
サ
マ
ン
ス
に
入
れ
、
前
年
の
カ
ン
サ
マ
ン
ス
の
上
に
置
く
（
二
段
重

ね
）
。
豊
玉
姫
神
社
神
主
に
よ
る
祝
詞
、
お
祓
い
、
氏
子
に
よ
る
玉
串
奉
奠
と
続

く
。
祭
り
の
経
費
は
、
瀬
世
中
公
民
館
裏
の
「
カ
ン
サ
マ
ン
ダ
」
（
神
様
田
）
の

収
穫
益
で
賄
っ
て
き
た
が
現
在
は
埋
め
立
て
た
。

写真８ ヤドマエに据えられたカンサマンス写真 古屋門のウッガン祭り

写真９ ヤドマエでの昼食 写真７ 作り直された藁製ウッガンさぁ

隠か
く

れ
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

の
祭ま

つ

り

 

１

浄
土
真
宗
系
隠
れ
念
仏
の
祭
り

（
１
）
鈴
木
段
講
間
の
親
様
講

［
別

名
］
ス
ズ
キ
ダ
ン
コ
マ

［
伝

承

地
］
阿
久
根
市
大
川
鈴
木
段

［
実
施
時
期
］
毎
月
一
六
日
、
春
秋
の
彼
岸
会
、
一
月
一
一
日
の

御
正
忌
な
ど
多
数

［
実
施
場
所
］
鈴
木
段
の
親
様
宿

［
伝
承
組
織
］
鈴
木
段
講
間
の
中
に
五
つ
の
講
間
が
あ
る
。

［
名
称
］

鈴
木
段
講
間
の
親
様
講
と
呼
ぶ
。

［
実
施
場
所
］

鈴
木
段
講
間
の
親
様
（
仏
壇
）
を
預
か
っ
て
い
る
宿
。
毎
年
一
月
と
一
〇
月

の
二
回
、
宿
が
移
る
。

［
実
施
時
期
］

毎
月
一
六
日
の
お
つ
と
め
。
一
月
四
日
の
御
文
章
お
こ
し
。
一
月
一
一
日
の

御
正
忌
。
春
秋
の
彼
岸
会
な
ど
多
数
。

［
伝
承
組
織
］

コ
ヅ
ヤ
ク
（
講
頭
役
）
二
人
、
ツ
ド
イ
（
集
）
五
人
。
コ
ヅ
ヤ
ク
は
五
つ
の

講
間
か
ら
選
ば
れ
た
五
人
を
皆
が
投
票
で
決
め
る
。
但
し
、
鈴
木
段
の
公

民

会
長
や
婦
人
会
長
は
除
く
。
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隠か
く

れ
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

の
祭ま

つ

り

 
１

浄
土
真
宗
系
隠
れ
念
仏
の
祭
り

（
１
）
鈴
木
段
講
間
の
親
様
講

［
別

名
］
ス
ズ
キ
ダ
ン
コ
マ

［
伝

承

地
］
阿
久
根
市
大
川
鈴
木
段

［
実
施
時
期
］
毎
月
一
六
日
、
春
秋
の
彼
岸
会
、
一
月
一
一
日
の

御
正
忌
な
ど
多
数

［
実
施
場
所
］
鈴
木
段
の
親
様
宿

［
伝
承
組
織
］
鈴
木
段
講
間
の
中
に
五
つ
の
講
間
が
あ
る
。

［
名
称
］

鈴
木
段
講
間
の
親
様
講
と
呼
ぶ
。

［
実
施
場
所
］

鈴
木
段
講
間
の
親
様
（
仏
壇
）
を
預
か
っ
て
い
る
宿
。
毎
年
一
月
と
一
〇
月

の
二
回
、
宿
が
移
る
。

［
実
施
時
期
］

毎
月
一
六
日
の
お
つ
と
め
。
一
月
四
日
の
御
文
章
お
こ
し
。
一
月
一
一
日
の

御
正
忌
。
春
秋
の
彼
岸
会
な
ど
多
数
。

［
伝
承
組
織
］

コ
ヅ
ヤ
ク
（
講
頭
役
）
二
人
、
ツ
ド
イ
（
集
）
五
人
。
コ
ヅ
ヤ
ク
は
五
つ
の

講
間
か
ら
選
ば
れ
た
五
人
を
皆
が
投
票
で
決
め
る
。
但
し
、
鈴
木
段
の
公

民

会
長
や
婦
人
会
長
は
除
く
。
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［
由
来
・
伝
承
］

鈴
木
段
講
間
に
は
、
本
願
寺
第
一
八
代
「
文
如
上
人
（
一
七
四
四
～
一
七

九
四
）
と
花
押
・
方
便
法
身
尊
形
」
の
銘
が
あ
る
阿
弥
陀
如
来
像
の
掛
け
軸
が

二
幅
あ
る
。

そ
れ
を
「
身
代
わ
り
阿
弥
陀
如
来
様
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
が

偽
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
幅
と
も
本
物
で
は
な
い
か
と
言
う

説
も
あ
る
。
隠
れ
念
仏
取
り
締
ま
り
の
役
人
が
来
た
時
は
、
偽
物
の
阿
弥
陀
如

来
を
渡
す
。
文
如
上
人
の
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
延
享
年
間
（
一

七
四
四
～
四
八
）
の
頃
か
ら
の
隠
れ
念
仏
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

［
実
施
内
容
］

毎
月
一
六
日
の
お
つ
と
め
で
は
、
午
前
六
時
半
か
ら
二
時
間
程
度
の
講
が
開

か
れ
る
。
コ
ヅ
ヤ
ク
二
人
が
親
様
（
仏
壇
）
の
前
で
正
信
偈
を
読
む
と
、
講
員

も
一
緒
に
称
え
る
。
最
後
に
コ
ヅ
ヤ
ク
の
一
人
が
領
解

り
ょ
う
げ

文も
ん

を
講
員
の
方
を
向
い

て
唱
え
て
終
わ
る
。
そ
れ
か
ら
朝
の
食
事
に
入
り
、
懇
談
を
し
て
解
散
す
る
。

（
證
海
寺
住
職

橋
本
美
由
紀
「
か
く
れ
念
仏
現
地
調
査
報
告
書
」
二
〇
一
二

年

も
参
考
に
し
た
。
）

講
宿
に
な
っ
た
家
は
、
集
落
に
死
人
が
出
た
場
合
、
コ
ヅ
ヤ
ク
二
人
が
か
け

つ
け
に
来
る
の
で
、
昔
は
夜
を
徹
し
て
番
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

現
在
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
家
に
居
て
死
人
が
出
た
場
合
の
準

備
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
受
け
付
け
な
い
と
い
う
。
講
宿
に
な
っ
た
家
の

負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

［
意

義
］

皆
で
集
ま
り
、
経
文
を
唱
え
、
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
を
求
め
る
。
そ
の
後
、

食
事
に
入
る
が
皆
、
楽
し
そ
う
に
懇
談
を
す
る
。
高
齢
者
が
多
い
集
落
で
あ
る

が
、
皆
、
楽
し
そ
う
に
生
活
を
し
て
い
る
。
集
落
の
ま
と
ま
り
も
良
い
と
い
う
。

講
員
の
中
に
は
魚
の
干
物
工
場
を
営
む
人
が
い
る
。
経
営
者
も
従
業
員
も
信
仰

心
の
深
さ
を
も
と
に
勤
勉
で
、
そ
れ
が
地
域
起
こ
し
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
集
落
に
は
大
工
講
を
催
す
人
々
が
い
る
が
聖
徳
太
子
の
掛
け
軸
を

飾
っ
て
祭
り
を
す
る
。
浄
土
真
宗
の
影
響
が
強
い
。

（
２
）
柊く

き

野の

仏ぶ
っ

飯
講

ぱ
ん
こ
う

［
別

名
］
な
し

［
伝

承

地
］

摩
郡
さ
つ
ま
町
柊
野

［
実
施
時
期
］
年
始
法
要
、
年
始
会
、
御
正
忌
、

明
如
忌
、
彼
岸
会
、
盂
蘭
盆
会
な

ど

［
実
施
場
所
］
柊
野
公
民
館

［
伝
承
組
織
］
仏
飯
講

「
コ
ウ
ガ
シ
ラ
（
講
頭

一
人
、
会
計
一
人
、
番
役
四
人
、

講
間
係
四
人
、
最
勝
講
係
四
人

［
名
称
］

柊
野
仏
飯
講
と
呼
ぶ
。

［
実
施
時
期
］

年
始
法
要
、
年
始
会
、
御
正
忌
、
明
如
忌
、
彼
岸
会
、
盂
蘭
盆
会
な
ど
で
実

施
す
る
。

［
実
施
場
所
］

柊
野
公
民
館
で
行
う
。

［
伝
承
組
織
］

仏
飯
講
と
し
て
「
コ
ウ
ガ
シ
ラ
（
講
頭
）
一
人
、
会
計
一
人
、
番
役
四
人
、

講
間
係
四
人
、
最
勝
講
係
四
人
」
で
構
成
さ
れ
る
。

［
由
来
・
伝
承
］

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
四
月
八
日
に
京
都
の
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
直
属
の

講
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
た
こ
と
が
「
柊
野
仏
飯
講

歴
代
講
頭
芳
名

弘
化

三
年
四
月
八
日
」
と
い
う
公
民
館
の
張
り
紙
か
ら
分
か
る
。
初
代
講
頭
は
玉
利

源
之
助
で
、
五
代
ま
で
が
玉
利
姓
の
つ
い
た
講
頭
で
あ
る
。
柊
野
に
浄
土
真
宗

を
伝
え
た
慈
心
房
実
道
法
師
（
岩
城
実
道
）
は
熊
本
県
水
俣
方
面
か
ら
柊
野
方

面
に
来
て
住
み
つ
い
た
人
で
あ
る
。
墓
は
、
柊
野
大
丸
の
墓
地
に
あ
る
。
墓
碑

に
は
「
葦
北
郡
田
之
浦
正
善
寺
之
生

明
治
四
十
年
二
月
三
日
入
寂

八
四
才
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
庵
を
開
設
し
、
明
治
一
一
年

八
月
に
信
教
寺
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
講
頭
を
中
心
と
し
て
催
さ
れ
て
き

た
浄
土
真
宗
系
隠
れ
念
仏
で
あ
る
。
講
頭
に
合
わ
せ
て
講
員
た
ち
も
共
に
念
仏

を
唱
え
る
（
『
宮
之
城
郷
土
史
』
二
〇
〇
〇
年
）
。

残
さ
れ
て
い
る
御
消
息
「
壬
申
春
正
月

龍
谷
寺
務
明
如
」
か
ら
の
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
壬
申
」
は
明
治
五
年
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
は
厳
し

い
浄
土
真
宗
の
禁
制
が
し
か
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
又
、
柊
野
公
民
館
に
は
、

直
径
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
位
の
「
禁
制

時
代
の
仏
典
収
納
木

柊
野
仏
飯
講
」
と
記
さ
れ
た
雑
木
の
丸
太
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
雑
木
は
縦
引
き
の
鋸
で
切
ら
れ
、
中
が
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、

仏
典
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
や
絵
像
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
禁
制
時
代
は
、
近
く
の
森
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
役
人
が
来
て
も
、
た
だ
の

丸
太
だ
と
見
て
、
取
り
締
ま
の
難
を
逃
れ
た
と
言
う
。

［
実
施
内
容
］

例
え
ば
、
年
始
会
は
正
月
元
旦
か
ら
三
日
ま
で
、
朝
・
昼
・
晩
の
三
回
に
分

け
て
行
わ
れ
る
。
講
頭
を
中
心
と
し
て
、
皆
で
正
信
偈
や
仏
説
阿
弥
陀
経
が
称

え
ら
れ
る
。
彼
岸
会
も
三
日
間
行
わ
れ
同
じ
よ
う
な
経
文
が
唱
え
ら
れ
る
。
盂

蘭
盆
会
に
は
信
教
寺
か
ら
僧
侶
が
来
て
、
経
文
を
唱
え
た
後
、
説
教
が
あ
る
。

［
意
義
］

柊
野
仏
飯
講
で
は
、
伝
統
あ
る
隠
れ
念
仏
の
歴
史
を
、
例
え
ば
、
彼
岸
会
な

ど
に
彼
岸
花
祭
り
を
盛
大
に
催
し
、
ま
た
、
小
学
生
た
ち
に
仏
飯
講
の
歴
史
・

伝
統
を
説
明
を
し
た
り
、
柊
野
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
地
域
の
田
の
神
像
の
紹

介
を
し
た
り
し
て
、
良
き
後
継
者
の
育
成
に
精
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
飯
講

の
催
し
が
あ
る
と
き
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
宣
伝
を
し
、
他
の
地
域
か
ら

の
講
や
祭
り
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
仏
教
行
事

を
観
光
民
俗
と
し
て
生
か
し
、
地
域
起
こ
し
を
勢
力
的
に
行
う
と
い
う
意
義
あ

る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
民
俗
学
的
に
注
目
さ
れ
る
南
九
州
独
特
の
祭

り
で
あ
る
。
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［
由
来
・
伝
承
］

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
四
月
八
日
に
京
都
の
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
直
属
の

講
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
た
こ
と
が
「
柊
野
仏
飯
講

歴
代
講
頭
芳
名

弘
化

三
年
四
月
八
日
」
と
い
う
公
民
館
の
張
り
紙
か
ら
分
か
る
。
初
代
講
頭
は
玉
利

源
之
助
で
、
五
代
ま
で
が
玉
利
姓
の
つ
い
た
講
頭
で
あ
る
。
柊
野
に
浄
土
真
宗

を
伝
え
た
慈
心
房
実
道
法
師
（
岩
城
実
道
）
は
熊
本
県
水
俣
方
面
か
ら
柊
野
方

面
に
来
て
住
み
つ
い
た
人
で
あ
る
。
墓
は
、
柊
野
大
丸
の
墓
地
に
あ
る
。
墓
碑

に
は
「
葦
北
郡
田
之
浦
正
善
寺
之
生

明
治
四
十
年
二
月
三
日
入
寂

八
四
才
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
に
庵
を
開
設
し
、
明
治
一
一
年

八
月
に
信
教
寺
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
講
頭
を
中
心
と
し
て
催
さ
れ
て
き

た
浄
土
真
宗
系
隠
れ
念
仏
で
あ
る
。
講
頭
に
合
わ
せ
て
講
員
た
ち
も
共
に
念
仏

を
唱
え
る
（
『
宮
之
城
郷
土
史
』
二
〇
〇
〇
年
）
。

残
さ
れ
て
い
る
御
消
息
「
壬
申
春
正
月

龍
谷
寺
務
明
如
」
か
ら
の
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
壬
申
」
は
明
治
五
年
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
は
厳
し

い
浄
土
真
宗
の
禁
制
が
し
か
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
又
、
柊
野
公
民
館
に
は
、

直
径
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
位
の
「
禁
制

時
代
の
仏
典
収
納
木

柊
野
仏
飯
講
」
と
記
さ
れ
た
雑
木
の
丸
太
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
雑
木
は
縦
引
き
の
鋸
で
切
ら
れ
、
中
が
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、

仏
典
や
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
や
絵
像
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
禁
制
時
代
は
、
近
く
の
森
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
役
人
が
来
て
も
、
た
だ
の

丸
太
だ
と
見
て
、
取
り
締
ま
の
難
を
逃
れ
た
と
言
う
。

［
実
施
内
容
］

例
え
ば
、
年
始
会
は
正
月
元
旦
か
ら
三
日
ま
で
、
朝
・
昼
・
晩
の
三
回
に
分

け
て
行
わ
れ
る
。
講
頭
を
中
心
と
し
て
、
皆
で
正
信
偈
や
仏
説
阿
弥
陀
経
が
称

え
ら
れ
る
。
彼
岸
会
も
三
日
間
行
わ
れ
同
じ
よ
う
な
経
文
が
唱
え
ら
れ
る
。
盂

蘭
盆
会
に
は
信
教
寺
か
ら
僧
侶
が
来
て
、
経
文
を
唱
え
た
後
、
説
教
が
あ
る
。

［
意
義
］

柊
野
仏
飯
講
で
は
、
伝
統
あ
る
隠
れ
念
仏
の
歴
史
を
、
例
え
ば
、
彼
岸
会
な

ど
に
彼
岸
花
祭
り
を
盛
大
に
催
し
、
ま
た
、
小
学
生
た
ち
に
仏
飯
講
の
歴
史
・

伝
統
を
説
明
を
し
た
り
、
柊
野
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
地
域
の
田
の
神
像
の
紹

介
を
し
た
り
し
て
、
良
き
後
継
者
の
育
成
に
精
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
飯
講

の
催
し
が
あ
る
と
き
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
宣
伝
を
し
、
他
の
地
域
か
ら

の
講
や
祭
り
へ
の
参
加
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
仏
教
行
事

を
観
光
民
俗
と
し
て
生
か
し
、
地
域
起
こ
し
を
勢
力
的
に
行
う
と
い
う
意
義
あ

る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
民
俗
学
的
に
注
目
さ
れ
る
南
九
州
独
特
の
祭

り
で
あ
る
。
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２

習
合
宗
教
系
隠
れ
念
仏
の
祭
り

ダ
ン
ナ
ド
ン
信
仰

［
別

名
］
ダ
ン
ナ
ド
ン
、「
ウ
チ
デ
ラ
（
内
寺
）」

［
伝
承
地
］
い
ち
き
串
木
野
市
荒
川
・
羽
島

［
実
施
時
期
］
死
人
が
出
た
時
。
春
・
秋
の
祈
祷

［
実
施
場
所
］
荒
川
・
羽
島
の
ダ
ン
ナ
ド
ン
（
テ
ラ
）

［
伝
承
組
織
］
ダ
ン
ナ
ド
ン
に
所
属
す
る
「
ト
イ
ナ
モ
ン
（
年
の
者
）」
の
集
団

［
名
称
］

ダ
ン
ナ
ド
ン
と
い
う
の
は
、
檀
那
寺
の
こ
と
で
、
集
落
の
人
々
の
「
隠
れ
」
菩
提
寺
と
し

て
の
性
格
を
持
ち
、「
隠
れ
ガ
ン
（
神
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
主
に
い
ち
き
串
木
野
市
羽

島
や
荒
川
の
海
岸
沿
い
の
集
落
で
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
と
呼
ば
れ
、
荒
川
の
内
陸
部
や
羽
島
の

土
川
で
は
「
テ
ラ
（
寺
）」
ま
た
は
「
ウ
チ
デ
ラ
（
内
寺
）」
と
呼
称
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
菩
提
寺
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
そ
れ
に
、「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」

は
ま
た
、
菩
提
寺
の
御
神
体
で
あ
る
「
オ
ヤ
サ
マ
（
御
祖
母
様
）」
を
差
す
こ
と
も
あ
る
。「
ダ

ン
ナ
ド
ン
信
仰
」
は
、
死
人
が
出
た
直
後
の
駆
け
つ
け
や
、
そ
れ
に
伴
う
死
体
を
柔
軟
に
す

る
呪
術
を
中
心
と
し
た
葬
送
儀
礼
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
死
霊
の
鎮
魂
・
滅
罪
機
能
の

強
い
「
隠
れ
た
」
民
俗
宗
教
で
あ
る
。

［
由
来
・
伝
承
］

二
つ
の
説
が
あ
る
。
一
つ
は
、
明
治
二
年
の
廃
仏
毀
釈
以
後
、
初
代
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
信

仰
」
の
布
教
者
が
、
隣
接
す
る
薩
摩
川
内
市
青
山
町
の
高
貫
集
落
か
ら
「
ウ
ナ
ッ
テ
ゴ
（
鰻

手
籠
）」に
仏
像
や
仏
具
を
入
れ
て
荒
川
に
持
ち
込
ん
だ
と
言
う
も
の
で
あ
る
。二
つ
目
は「
ダ

ン
ナ
ド
ン
信
仰
」
の
経
文
と
類
似
し
て
い
る
宮
崎
県
都
城
地
域
の
「
カ
ヤ
カ
ベ
類
似
の
宗
教

（
ノ
ノ
サ
ン
）」
が
伝
播
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
荒
川
の
城

之
園
家
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に
は
御
神
体
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
の
懸
け
仏
が
あ
る

が
「
寛
永
一
九
（
一
六
四
三
）
年
」
の
銘
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
藩
政
時
代
の
か
な
り
古
い

「ダンナドン」の「トイナモン」による春祈祷いちき串木野市羽島・荒川周辺

頃
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二

の
説
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

［
実
施
内
容
］

松
崎
家
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
の
例
を
採
り
上
げ
る
。

松
崎
家
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
で
は
、
旧
暦
一
月
の
五
日
か
六
日
の
日
の
良
い
日
に
「
ト
イ

ナ
モ
ン
」
が
春
祈
祷
を
行
い
、
厄
払
い
の
経
文
を
上
げ
る
。
こ
の
日
は
、
厄
年
の
人
が
い
る

家
か
ら
、「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に
直
径
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
餅
に
、

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
丸
餅
と
、
八
つ
に
切
っ
た
三
角
餅
を
ム
ス
タ
（
長
方
形
の

箱
）
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
る
。
別
に
御
賽
銭
を
入
れ
た
半
紙
を
捻
っ
て
添
え
る
。
そ
の
餅

を
「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
が
「
オ
ヤ
サ
マ
」
に
供
え
、
ま
た
「
ゴ
ブ
ッ
シ
ョ
（
御
仏
餉
）」
や
豆
腐

・
大
根
や
蒟
蒻
の
入
っ
た
煮
染
と
小
豆
の
煮
物
・
丸
ぼ
う
ろ
な
ど
の
お
菓
子
な
ど
も
上
げ
る
。

参
詣
人
は
、
松
崎
家
の
家
族
、
松
崎
家
の
あ
る
河
原
集
落
の
厄
年
祓
い
や
健
康
祈
願
を
依
頼

し
た
人
々
で
あ
る
。
春
祈
祷
の
順
序
は
、
だ
い
た
い
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

「
線
香
立
て
」
の
経
文
を
読
む
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
厄
年
の
人
の
名
前
と
年
齢
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
マ
エ
ヤ
ク
（
前
厄
）」
か
「
ホ
ン
ヤ
ク
（
本
厄
）」
か
を
読
み
上
げ
て
い

き
、「
リ
ン
（
鈴
）」
を
三
回
鳴
ら
す
。

２

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
（
御
賽
銭
上
げ
）」「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
（
御
酒
上
げ
）」、「
オ
ブ
ッ

シ
ョ
ア
ゲ
（
御
仏
餉
上
げ
）」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

３

「
ヤ
ク
バ
ラ
イ
（
厄
祓
い
）」
の
経
文
を
唱
え
る
。

４

ま
た
、
厄
年
の
人
の
名
前
と
年
齢
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
マ
エ
ヤ
ク
」
か
「
ホ
ン
ヤ
ク
」

か
の
続
き
を
読
み
上
げ
る
。

５

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

６

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
オ
マ
エ
モ
ン
（
御
前
物
）」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を

三
回
鳴
ら
す
。「
オ
マ
エ
モ
ン
」
の
経
文
は
、
神
仏
の
前
に
お
供
え
を
し
ま
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

７

「
シ
ホ
ウ
モ
ン
（
四
方
門
）」
の
経
文
を
唱
え
て
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
し
、
蝋
燭
と
線

香
を
替
え
る
よ
う
に
松
崎
家
の
家
族
に
指
示
す
る
。
四
方
門
の
経
文
は
、
四
方
の
諸
神

仏
に
厄
を
祓
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

８

引
き
続
い
て
、
他
の
厄
年
の
人
に
つ
い
て
四
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。

９

「
家
内
安
全
を
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
言
っ
て
、
松
崎
家
が
あ
る
河
原
集
落
や
周
辺

の
集
落
の
家
族
か
ら
依
頼
さ
れ
た
人
の
名
前
と
年
齢
を
読
み
上
げ
る
。
そ
の
中
に
は
、

故
郷
を
遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
の
名
前
や
、
大
相
撲
の
関
取
に
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
人
の
名
前
が
あ
っ
た
り
す
る
。

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
チ
ャ
マ
ツ
リ
（
茶
祭
り
）」、「
セ
ン
コ
ウ
ア
ゲ
（
線
香
上

げ
）」、「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
（
御
酒
上
げ
）」
の
経
文
を
上
げ
る
。

最
後
に
「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
が
、「
今
年
の
無
事
、
健
康
を
お
願
い
し
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ン
マ
ン
ダ

ブ
ツ
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
。」
と
唱
え
、
リ

ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に
供
え
た
「
ゴ
ブ
ッ
シ
ョ
」
は
、
参
列
し
た
人
々
で
分
け
合
っ
て
食
べ

る
。
そ
れ
を
食
べ
る
と
「
お
手
盛
り
に
な
る
（
自
分
の
利
益
に
な
り
、
無
病
息
災
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
）」
と
言
わ
れ
、
皆
、
喜
ん
で
食
べ
合
っ
た
。
他
に
松
崎
家
で
準
備
し
た
煮
染
め

や
膾
・
握
り
飯
な
ど
を
、
皆
で
談
笑
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
お
互
い

に
今
年
の
健
康
と
無
事
を
祈
り
な
が
ら
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
供
え
ら
れ
た
餅
を
下
げ
、
幾

つ
か
を
松
崎
家
で
貰
い
、
残
り
は
返
す
。
餅
を
持
ち
帰
っ
た
門
徒
た
ち
は
、
親
戚
や
知
人
に

丸
餅
一
〇
個
と
三
角
餅
一
個
ず
つ
を
配
る
。

そ
し
て
、
厄
を
迎
え
る
人
は
二
月
三
日
の
節
分
の
日
に
、
一
〇
円
な
り
一
〇
〇
円
な
り
の

硬
貨
を
、
自
分
の
厄
年
の
数
だ
け
紙
に
包
ん
で
夜
、
集
落
の
「
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
（
田
の
神
様
）」

が
祀
ら
れ
て
い
る
三
叉
路
の
所
で
撒
い
た
。
拾
っ
た
お
金
を
そ
の
夜
は
自
分
の
家
の
中
に
持

ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
石
垣
な
ど
に
隠
し
て
お
い
て
翌
日
使
っ
た
。

春
祈
祷
は
、
他
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
で
も
松
崎
家
と
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
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頃
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
二

の
説
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

［
実
施
内
容
］

松
崎
家
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
の
例
を
採
り
上
げ
る
。

松
崎
家
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
で
は
、
旧
暦
一
月
の
五
日
か
六
日
の
日
の
良
い
日
に
「
ト
イ

ナ
モ
ン
」
が
春
祈
祷
を
行
い
、
厄
払
い
の
経
文
を
上
げ
る
。
こ
の
日
は
、
厄
年
の
人
が
い
る

家
か
ら
、「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に
直
径
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
餅
に
、

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
丸
餅
と
、
八
つ
に
切
っ
た
三
角
餅
を
ム
ス
タ
（
長
方
形
の

箱
）
に
入
れ
て
持
参
し
て
く
る
。
別
に
御
賽
銭
を
入
れ
た
半
紙
を
捻
っ
て
添
え
る
。
そ
の
餅

を
「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
が
「
オ
ヤ
サ
マ
」
に
供
え
、
ま
た
「
ゴ
ブ
ッ
シ
ョ
（
御
仏
餉
）」
や
豆
腐

・
大
根
や
蒟
蒻
の
入
っ
た
煮
染
と
小
豆
の
煮
物
・
丸
ぼ
う
ろ
な
ど
の
お
菓
子
な
ど
も
上
げ
る
。

参
詣
人
は
、
松
崎
家
の
家
族
、
松
崎
家
の
あ
る
河
原
集
落
の
厄
年
祓
い
や
健
康
祈
願
を
依
頼

し
た
人
々
で
あ
る
。
春
祈
祷
の
順
序
は
、
だ
い
た
い
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

「
線
香
立
て
」
の
経
文
を
読
む
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
厄
年
の
人
の
名
前
と
年
齢
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
マ
エ
ヤ
ク
（
前
厄
）」
か
「
ホ
ン
ヤ
ク
（
本
厄
）」
か
を
読
み
上
げ
て
い

き
、「
リ
ン
（
鈴
）」
を
三
回
鳴
ら
す
。

２

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
（
御
賽
銭
上
げ
）」「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
（
御
酒
上
げ
）」、「
オ
ブ
ッ

シ
ョ
ア
ゲ
（
御
仏
餉
上
げ
）」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

３

「
ヤ
ク
バ
ラ
イ
（
厄
祓
い
）」
の
経
文
を
唱
え
る
。

４

ま
た
、
厄
年
の
人
の
名
前
と
年
齢
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
マ
エ
ヤ
ク
」
か
「
ホ
ン
ヤ
ク
」

か
の
続
き
を
読
み
上
げ
る
。

５

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

６

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
オ
マ
エ
モ
ン
（
御
前
物
）」
の
経
文
を
唱
え
て
、
リ
ン
を

三
回
鳴
ら
す
。「
オ
マ
エ
モ
ン
」
の
経
文
は
、
神
仏
の
前
に
お
供
え
を
し
ま
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

７

「
シ
ホ
ウ
モ
ン
（
四
方
門
）」
の
経
文
を
唱
え
て
リ
ン
を
三
回
鳴
ら
し
、
蝋
燭
と
線

香
を
替
え
る
よ
う
に
松
崎
家
の
家
族
に
指
示
す
る
。
四
方
門
の
経
文
は
、
四
方
の
諸
神

仏
に
厄
を
祓
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

８

引
き
続
い
て
、
他
の
厄
年
の
人
に
つ
い
て
四
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。

９

「
家
内
安
全
を
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
言
っ
て
、
松
崎
家
が
あ
る
河
原
集
落
や
周
辺

の
集
落
の
家
族
か
ら
依
頼
さ
れ
た
人
の
名
前
と
年
齢
を
読
み
上
げ
る
。
そ
の
中
に
は
、

故
郷
を
遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
の
名
前
や
、
大
相
撲
の
関
取
に
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
人
の
名
前
が
あ
っ
た
り
す
る
。

「
オ
サ
ン
セ
ン
ア
ゲ
」、「
チ
ャ
マ
ツ
リ
（
茶
祭
り
）」、「
セ
ン
コ
ウ
ア
ゲ
（
線
香
上

げ
）」、「
ゴ
シ
ュ
ア
ゲ
（
御
酒
上
げ
）」
の
経
文
を
上
げ
る
。

最
後
に
「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
が
、「
今
年
の
無
事
、
健
康
を
お
願
い
し
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ン
マ
ン
ダ

ブ
ツ
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
。」
と
唱
え
、
リ

ン
を
三
回
鳴
ら
す
。

「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に
供
え
た
「
ゴ
ブ
ッ
シ
ョ
」
は
、
参
列
し
た
人
々
で
分
け
合
っ
て
食
べ

る
。
そ
れ
を
食
べ
る
と
「
お
手
盛
り
に
な
る
（
自
分
の
利
益
に
な
り
、
無
病
息
災
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
）」
と
言
わ
れ
、
皆
、
喜
ん
で
食
べ
合
っ
た
。
他
に
松
崎
家
で
準
備
し
た
煮
染
め

や
膾
・
握
り
飯
な
ど
を
、
皆
で
談
笑
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、
お
互
い

に
今
年
の
健
康
と
無
事
を
祈
り
な
が
ら
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
供
え
ら
れ
た
餅
を
下
げ
、
幾

つ
か
を
松
崎
家
で
貰
い
、
残
り
は
返
す
。
餅
を
持
ち
帰
っ
た
門
徒
た
ち
は
、
親
戚
や
知
人
に

丸
餅
一
〇
個
と
三
角
餅
一
個
ず
つ
を
配
る
。

そ
し
て
、
厄
を
迎
え
る
人
は
二
月
三
日
の
節
分
の
日
に
、
一
〇
円
な
り
一
〇
〇
円
な
り
の

硬
貨
を
、
自
分
の
厄
年
の
数
だ
け
紙
に
包
ん
で
夜
、
集
落
の
「
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
（
田
の
神
様
）」

が
祀
ら
れ
て
い
る
三
叉
路
の
所
で
撒
い
た
。
拾
っ
た
お
金
を
そ
の
夜
は
自
分
の
家
の
中
に
持

ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
石
垣
な
ど
に
隠
し
て
お
い
て
翌
日
使
っ
た
。

春
祈
祷
は
、
他
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
で
も
松
崎
家
と
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
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し
、
松
崎
家
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
は
、
節
分
行
事
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
羽
島
の
悟
入
寺
や

野
元
の
良
福
寺
が
、
か
な
り
距
離
的
に
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
禅
寺
の
節
分
行

事
に
春
祈
祷
が
吸
収
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

［
意
義
］

「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
で
は
、
色
々
な
祭
り
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
松
崎
家
の
春
祈
祷
を
取

り
上
げ
た
。
春
祈
祷
や
厄
年
除
け
の
行
事
は
、
近
く
の
寺
や
神
社
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
の
「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
の
呪
術
力
と
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
と
い
う
隠
れ
神
に

頼
っ
た
方
が
、
効
き
目
が
あ
り
、
経
済
的
で
も
あ
る
。
ま
た
松
崎
家
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
に

所
属
し
て
い
る
人
々
の
心
の
支
え
に
も
な
り
、
親
睦
の
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
松
崎
家
の
「
ダ

ン
ナ
ド
ン
」
の
行
事
は
、「
ト
イ
ナ
モ
ン
」
の
亡
き
後
、
松
崎
家
の
嫁
が
経
文
を
唱
え
続
け
て

い
る
。
し
か
し
、「
風
立
て
」
な
ど
の
呪
術
は
、
同
じ
羽
島
に
あ
る
悟
入
寺
の
僧
侶
が
引
き
継

い
で
い
る
。
悟
入
寺
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
の
「
ダ
ン
ナ
ド
ン
」
信
仰
を
受
け
入
れ
、
消
え

失
せ
よ
う
と
し
て
い
る
民
間
信
仰
を
吸
収
し
て
禅
宗
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

（
森
田

清
美
）
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